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は
じ
め
に

江
戸
時
代
に
な
っ
て
徒
然
草
が
流
布
す
る
過
程
で
、
そ
れ
以
前
の
書
写
本
の
時
代
に
は
見
ら

れ
な
か
っ
た
新
傾
向
と
し
て
、
挿
絵
が
付
い
た
版
本
の
出
現
が
あ
る
。
特
に
、
松
永
貞
徳
に
よ

る
注
釈
書
『
な
ぐ
さ
み
草
』
は
、
成
立
が
近
世
初
期
の
慶
安
五
年
（
一
六
五
二
）
で
あ
り
、
ま

た
、
主
要
章
段
の
ほ
と
ん
ど
に
挿
絵
が
付
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
世
人
々
の
目
に
触
れ
る
機

会
も
多
か
っ
た
。
近
世
に
描
か
れ
た
徒
然
絵
の
多
く
は
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
を
基
本
構

図
と
し
て
い
る
こ
と
が
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
（
１
）

。

今
回
紹
介
す
る
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
蔵
「
徒
然
草
画
巻
」（
以
下
、
本
作
品
を
「
芸

大
画
巻
」
と
略
称
す
る
。）
は
、
全
五
十
三
図
か
ら
な
る
画
巻
で
、
今
ま
で
詳
し
い
紹
介
や
研

究
が
行
わ
れ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
徒
然
絵
研
究
の
成
果
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
芸
大
画
巻
」

の
各
図
の
場
面
を
特
定
し
、
制
作
年
代
や
制
作
意
図
に
つ
い
て
も
考
察
し
た
い
。

一

「
芸
大
画
巻
」
の
構
成
と
各
図
の
章
段

「
芸
大
画
巻
」（
東
洋
画
真
蹟
一
二
六
二
）
は
巻
子
装
で
、
徒
然
草
の
場
面
を
描
い
た
絵
が
貼

ら
れ
て
い
る
。
着
色
画
と
墨
画
の
二
種
類
が
あ
り
、
画
面
も
第
一
巻
第
一
図
の
よ
う
に
横
長
の

も
の
（
横
が
二
十
九
糎
、
縦
が
二
十
一
・
八
糎
）
と
、
第
一
巻
第
二
図
の
よ
う
に
縦
長
の
も
の

（
縦
が
二
十
八
糎
、
横
が
二
十
二
・
五
糎
）
が
あ
る
。
第
一
巻
に
十
八
図
、
第
二
巻
に
十
七
図
、

第
三
巻
に
十
八
図
、
合
計
五
十
三
図
を
収
め
る
。

ま
ず
「
芸
大
画
巻
」
の
全
貌
を
一
覧
す
る
た
め
に
、
第
一
巻
か
ら
順
に
、
各
々
の
絵
の
構
図

を
略
述
し
、
特
定
し
た
章
段
番
号
を
そ
れ
ぞ
れ
の
末
尾
に
付
し
た
。
年
紀
・
署
名
の
有
無
や
、

章
段
を
特
定
し
た
根
拠
や
、
他
の
徒
然
絵
と
の
関
連
な
ど
、
さ
ら
に
詳
し
い
考
察
は
、
後
述
す

る
。

（
１
）「
芸
大
画
巻
」
第
一
巻
所
収
の
十
八
図
の
構
図
と
、
描
か
れ
て
い
る
章
段

・
第
一
図
…
…
灯
火
と
机
を
前
に
、
紙
と
筆
を
持
っ
て
座
る
総
髪
の
男
性
（
序
段
）

・
第
二
図
…
…
門
前
の
牛
車
と
従
者
た
ち
（
一
）

・
第
三
図
…
…
野
晒
し
の
白
骨
と
傾
い
た
卒
塔
婆
、
遠
景
に
山
並
み
（
七
）

・
第
四
図
…
…
山
里
の
草
庵
と
樹
木
と
、
柵
で
囲
ん
だ
木
（
十
一
）

・
第
五
図
…
…
灯
火
の
も
と
手
紙
を
読
む
黒
髪
の
女
性
と
、
蓋
が
開
い
た
金
蒔
絵
の
文
箱
（
十

三
）

・
第
六
図
…
…
岸
辺
で
木
に
掛
け
て
あ
る
瓢
箪
を
見
詰
め
る
中
国
文
人
風
の
男
性
（
十
八
）

・
第
七
図
…
…
満
月
と
秋
草
（
二
十
）

・
第
八
図
…
…
荒
れ
果
て
た
門
と
庭
（
二
十
六
）

・
第
九
図
…
…
老
婆
と
少
年
と
、
松
の
大
木
の
も
と
の
石
塔
（
三
十
）

・
第
十
図
…
…
僧
侶
の
話
を
聞
く
烏
帽
子
姿
の
人
物
と
、
三
人
の
従
者
（
三
十
九
）

・
第
十
一
図
…
毬
栗
と
、
横
向
き
の
王
朝
風
女
性
（
四
十
）

・
第
十
二
図
…
囲
炉
裏
端
の
老
夫
婦
と
、
毬
栗
を
前
に
座
る
若
い
娘
（
四
十
）

・
第
十
三
図
…
馬
を
馳
せ
る
騎
手
と
、
樹
上
で
居
眠
り
す
る
僧
を
見
上
げ
る
人
々
（
四
十
一
）

・
第
十
四
図
…
樹
上
で
居
眠
り
す
る
僧
と
、
柵
の
向
こ
う
側
の
見
物
人
た
ち
（
四
十
一
）
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東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
蔵
「
徒
然
草
画
巻
」
は
、
三
巻
・
計
五
十
三
図
の
徒
然
絵
を
収
め
る
画

巻
で
あ
る
。
狩
野
派
や
英
派
の
絵
師
た
ち
だ
け
で
な
く
、
谷
文
晁
や
鳥
居
清
長
な
ど
著
名
な
絵
師
も
含

む
。
本
稿
は
、
こ
の
画
巻
の
各
々
の
場
面
が
徒
然
草
の
ど
の
章
段
を
描
い
て
い
る
か
を
特
定
し
、
従
来

知
ら
れ
て
い
る
他
の
徒
然
絵
と
比
較
検
討
し
な
が
ら
描
き
方
の
特
徴
や
配
列
、
制
作
意
図
な
ど
を
考
察

し
た
。
本
画
巻
に
は
俳
画
風
の
簡
略
な
絵
が
多
い
が
、
こ
れ
ら
の
絵
は
徒
然
草
の
文
学
的
な
雰
囲
気
を

よ
く
捉
え
て
お
り
、
徒
然
絵
の
一
つ
の
到
達
点
と
し
て
評
価
で
き
る
。



・
第
十
五
図
…
横
笛
を
吹
く
狩
衣
姿
の
後
ろ
向
き
の
男
性
と
、
従
者
の
少
年
（
四
十
四
）

・
第
十
六
図
…
月
夜
の
畦
道
で
、
横
笛
を
吹
く
狩
衣
姿
の
後
ろ
向
き
の
男
性
（
四
十
四
）

・
第
十
七
図
…
畦
道
で
、
横
笛
を
吹
く
狩
衣
姿
の
後
ろ
向
き
の
男
性
と
、
竹
の
編
戸
（
四
十

四
）

・
第
十
八
図
…
畦
道
で
、
横
笛
を
吹
く
狩
衣
姿
の
後
ろ
向
き
の
男
性
と
、
従
者
の
少
年
（
四
十

四
）

（
２
）「
芸
大
画
巻
」
第
二
巻
所
収
の
十
七
図
の
構
図
と
、
描
か
れ
て
い
る
章
段

・
第
一
図
…
…
頬
杖
を
つ
い
て
、
床
に
置
い
た
本
を
読
む
頭
巾
を
被
っ
た
墨
染
め
衣
の
老
人

（
十
三
）

・
第
二
図
…
…
大
木
を
伐
る
二
人
の
男
と
、
杖
を
つ
い
た
僧
侶
と
従
者
二
人
（
四
十
五
）

・
第
三
図
…
…
門
前
の
木
を
伐
る
男
と
、
杖
と
団
扇
を
持
つ
僧
侶
（
四
十
五
）

・
第
四
図
…
…
根
元
か
ら
切
り
倒
さ
れ
た
木
と
、
僧
侶
の
前
で
手
を
つ
い
て
畏
ま
る
男
（
四
十

五
）

・
第
五
図
…
…
酒
宴
の
席
で
鼎
を
被
っ
て
踊
る
人
物
と
、
周
り
で
囃
す
十
人
の
僧
（
五
十
三
）

・
第
六
図
…
…
酒
宴
の
席
で
鼎
を
被
っ
て
踊
る
人
物
と
、
周
り
で
囃
す
五
人
の
男
女
（
五
十

三
）

・
第
七
図
…
…
鼎
を
被
っ
て
踊
る
人
物
と
、
朱
塗
り
の
盃
（
五
十
三
）

・
第
八
図
…
…
鼎
を
被
っ
た
僧
を
中
心
に
、
後
ろ
か
ら
支
え
る
女
性
と
、
脈
を
取
る
医
者
（
五

十
三
）

・
第
九
図
…
…
鼎
を
被
っ
た
僧
と
脈
を
取
る
医
者
、
薬
研
を
擦
り
な
が
ら
振
り
向
く
小
僧
（
五

十
三
）

・
第
十
図
…
…
小
高
い
岡
と
、「
風
流
の
わ
り
ご
や
う
の
物
」
以
下
の
本
文
（
五
十
四
）

・
第
十
一
図
…
芋
頭
を
食
べ
な
が
ら
仏
典
の
講
義
を
す
る
僧
と
、
聴
聞
の
人
々
（
六
十
）

・
第
十
二
図
…
弓
を
持
つ
鎧
姿
の
武
士
と
、
両
手
を
つ
い
て
畏
ま
る
二
人
の
鎧
姿
の
大
根
の
精

（
六
十
八
）

・
第
十
三
図
…
向
き
合
っ
て
座
る
直
衣
姿
の
男
性
と
僧
侶
（
八
十
六
）

・
第
十
四
図
…
仰
向
き
に
川
に
落
ち
た
僧
と
傍
ら
に
犬
、
松
明
を
持
っ
て
駆
け
寄
る
二
人
の
男

（
八
十
九
）

・
第
十
五
図
…
山
里
の
門
の
前
で
向
き
合
う
、
僧
侶
と
少
年
（
九
十
）

・
第
十
六
図
…
縦
文
を
渡
そ
う
と
す
る
男
性
と
、
廊
下
で
振
り
向
く
女
房
（
百
一
）

・
第
十
七
図
…
室
内
に
入
る
男
性
と
、
従
者
に
指
示
す
る
そ
の
家
の
女
性
（
百
四
）

（
３
）「
芸
大
画
巻
」
第
三
巻
所
収
の
十
八
図
の
構
図
と
、
描
か
れ
て
い
る
章
段

・
第
一
図
…
…
紙
・
筆
・
硯
を
置
く
机
に
、
両
腕
を
つ
い
て
凭
れ
る
老
僧
（
序
段
）

・
第
二
図
…
…
木
に
登
っ
て
枝
を
伐
る
男
と
、
地
上
で
杖
を
突
い
て
見
守
る
老
人
（
百
九
）

・
第
三
図
…
…
木
か
ら
下
り
よ
う
と
す
る
男
と
、
地
上
で
注
意
す
る
杖
を
突
い
た
老
人
（
百

九
）

・
第
四
図
…
…
川
を
渡
ろ
う
と
す
る
牛
車
と
、
牛
飼
い
童
と
従
者
（
百
十
四
）

・
第
五
図
…
…
室
内
で
酒
を
飲
む
三
人
の
男
性
と
、
道
を
歩
く
三
人
の
酔
っ
た
女
性
（
百
十

七
）

・
第
六
図
…
…
室
内
で
座
っ
て
鏡
を
見
る
僧
侶
（
百
三
十
四
）

・
第
七
図
…
…
立
て
膝
で
、
三
里
に
灸
を
据
え
る
老
僧
（
百
四
十
八
）

・
第
八
図
…
…
両
足
を
揃
え
て
立
て
、
灸
を
据
え
る
僧
（
百
四
十
八
）

・
第
九
図
…
…
縁
の
下
で
雨
宿
り
す
る
三
人
の
男
と
、
そ
れ
を
見
る
貴
族
男
性
と
従
者
（
百
五

十
四
）

・
第
十
図
…
…
縁
側
に
座
っ
て
指
示
す
る
武
士
と
、
俵
の
大
鋸
屑
を
庭
に
撒
く
二
人
の
男
（
百

七
十
七
）

・
第
十
一
図
…
障
子
の
切
り
張
り
を
す
る
尼
と
、
横
に
控
え
る
武
士
（
百
八
十
四
）

・
第
十
二
図
…
水
辺
で
仏
像
を
持
つ
男
性
と
、
遠
く
か
ら
そ
れ
を
見
つ
け
た
二
人
の
男
（
百
九

十
五
）

・
第
十
三
図
…
水
辺
で
仏
像
を
洗
う
襷
が
け
の
貴
族
と
、
そ
れ
を
見
つ
け
た
二
人
の
男
（
百
九

十
五
）

・
第
十
四
図
…
向
き
合
っ
て
立
つ
、
紙
燭
を
持
つ
男
性
と
長
頭
巾
姿
の
男
性
（
二
百
十
五
）

・
第
十
五
図
…
灯
火
の
も
と
酒
を
飲
む
武
士
と
、
そ
の
横
で
戸
棚
の
前
に
立
つ
武
士
（
二
百
十

五
）

・
第
十
六
図
…
蝋
燭
が
灯
る
室
内
の
長
頭
巾
の
僧
と
、
紙
燭
を
持
っ
て
棚
に
向
か
う
武
士
（
二

百
十
五
）

・
第
十
七
図
…
神
社
の
狛
犬
の
前
で
、
老
僧
と
帚
を
持
つ
神
官
の
話
を
聞
い
て
笑
う
人
々
（
二

百
三
十
六
）

・
第
十
八
図
…
海
か
ら
上
が
ろ
う
と
す
る
海
女
と
、
海
辺
で
子
供
に
乳
を
や
る
海
女
と
夫
（
二

百
四
十
）

二

「
芸
大
画
巻
」
の
概
要

「
芸
大
画
巻
」
は
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
な
合
計
五
十
三
図
を
収
め
て
い
る
。
各
図
の
構
図
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の
中
に
は
、
徒
然
草
の
ど
の
段
を
描
い
た
の
か
や
や
わ
か
り
に
く
い
も
の
も
あ
っ
た
が
、
す
べ

て
の
図
の
章
段
を
特
定
す
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
よ
っ
て
徒
然
絵

は
原
則
と
し
て
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
と
強
い
関
連
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
原
則
を
こ
こ
で
も
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
特
定
が
可
能
と
な
っ
た
。

ま
ず
全
体
を
通
し
て
第
一
に
言
え
る
こ
と
は
、
各
巻
の
最
初
の
図
は
、
兼
好
の
姿
を
描
い
た

絵
が
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
そ
れ
に
引
き
続
い
て
、
徒
然
草
の
章
段
順
に
配
列
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
第
一
巻
は
机
に
対
し
て
横
向
き
に
座
る
兼
好
像
を
冒
頭
に

置
き
、
巻
末
は
徒
然
草
第
四
十
四
段
の
図
で
あ
り
、
第
二
巻
も
冒
頭
は
腹
這
い
で
本
を
読
む
兼

好
像
を
置
き
、
そ
の
次
が
第
四
十
五
段
で
巻
末
が
第
百
四
段
、
第
三
巻
も
冒
頭
は
机
に
両
肘
を

突
く
兼
好
像
で
、
そ
の
次
が
第
百
九
段
、
巻
末
が
第
二
百
四
十
段
と
い
う
配
列
に
な
っ
て
い
る
。

章
段
の
順
序
が
相
前
後
し
て
配
置
さ
れ
た
箇
所
は
な
い
と
こ
ろ
か
ら
推
測
す
る
に
、
こ
の
画
巻

を
ま
と
め
上
げ
る
に
際
し
て
は
、
各
図
が
ど
の
段
を
描
い
た
絵
か
を
よ
く
把
握
し
た
人
物
が
か

か
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
当
た
り
前
の
こ
と
に
注
目
し
た
か
と
言
え

ば
、
現
代
の
目
か
ら
見
て
少
な
か
ら
ぬ
絵
が
、
単
独
で
見
る
と
そ
も
そ
も
徒
然
草
を
描
い
た
の

か
ど
う
か
も
弁
別
し
が
た
い
場
合
が
あ
り
、
見
慣
れ
ぬ
構
図
で
描
か
れ
て
い
る
絵
が
か
な
り
あ

る
か
ら
で
あ
る
。

第
二
に
、
徒
然
草
の
前
半
に
位
置
す
る
章
段
を
描
い
た
図
が
、
第
三
巻
の
第
六
図
ま
で
続
い

て
い
る
こ
と
か
ら
五
十
三
図
中
の
四
十
一
図
で
あ
り
、「
芸
大
画
巻
」
は
徒
然
草
の
前
半
部
を

数
多
く
描
い
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
こ
れ
ま
で
管
見
に
入
っ
た
徒
然
絵
の
全
体
的
な
傾
向
と
も

一
致
す
る
。
徒
然
草
は
近
世
を
通
し
て
よ
く
読
ま
れ
た
本
で
は
あ
る
が
、
他
の
作
品
へ
の
原
文

の
引
用
頻
度
も
前
半
部
が
多
い
こ
と
と
、
連
動
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

第
三
に
、
五
十
三
図
の
中
に
は
一
人
で
複
数
の
図
を
描
い
て
い
る
絵
師
が
六
人
い
る
。
残
念

な
が
ら
署
名
を
判
読
で
き
な
い
画
家
も
い
る
の
で
、
ど
の
よ
う
な
人
々
が
こ
れ
ら
の
徒
然
絵
を

描
い
た
の
か
、
そ
の
全
貌
は
解
明
で
き
て
い
な
い
が
、
狩
野
派
の
絵
師
や
英
一
蝶
と
そ
の
門
人

た
ち
が
や
や
多
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
画
巻
を
広
げ
る
に
つ
れ
て
、
次
々

と
眼
前
に
展
開
す
る
絵
の
描
き
方
は
多
彩
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
流
派
の
画
家
た
ち
に
よ
る
徒
然
絵

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
き
ち
ん
と
整
っ
た
詳
し
い
描
き
方
の
絵
も
あ
れ
ば
、
一
筆
書
き
の
よ

う
な
簡
略
な
絵
も
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
図
柄
は
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
と
の
関
連
性
が
強

い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
徒
然
絵
と
は
全
く
異
な
る
構
図
で
描

か
れ
て
い
る
段
も
あ
り
、
そ
れ
ら
は
と
り
わ
け
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
一
枚
だ
け
徒
然
草
の
原

文
を
画
面
に
書
い
て
い
る
絵
が
あ
る
の
は
珍
し
い
。

第
四
に
、「
芸
大
画
巻
」
に
は
「
清
長
」
と
い
う
署
名
を
持
つ
絵
が
一
枚
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
注
目
さ
れ
る
。
鳥
居
清
長
の
肉
筆
画
は
少
な
く
、
ま
し
て
彼
が
徒
然
草
の
一
場
面
を
描
い

た
こ
と
は
今
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
の
で
、
こ
の
絵
が
有
名
な
浮
世
絵
師
の
鳥
居

清
長
に
よ
る
肉
筆
画
だ
と
し
た
ら
、
貴
重
な
紹
介
に
な
る
と
思
う
。

第
五
に
、
徒
然
草
の
同
一
章
段
を
描
い
た
絵
を
何
枚
も
収
め
て
い
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
意

図
な
の
か
や
や
不
審
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
き
た
徒
然
絵
は
、
巻
物
・
色
紙
・
屏
風
・

画
帖
な
ど
、
ど
れ
も
各
段
一
枚
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
多
数
の
下
絵
か
ら
な
る
斎

宮
歴
史
博
物
館
蔵
「
徒
然
草
図
」
に
は
同
じ
段
を
描
い
た
と
思
わ
れ
る
下
絵
が
複
数
入
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
は
例
外
で
あ
り
、
美
術
作
品
と
し
て
完
成
し
て
い
る
も
の
は
、
描
か
れ
て
い
る
章

段
が
重
複
し
て
何
枚
も
あ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
に
対
し
て
「
芸
大
画
巻
」
は
、
序
段
が
二
枚
、

第
十
三
段
が
二
枚
、
第
四
十
段
が
二
枚
、
第
四
十
一
段
が
二
枚
、
第
四
十
四
段
が
四
枚
、
第
四

十
五
段
が
三
枚
、
第
五
十
三
段
が
何
と
五
枚
、
第
百
九
段
が
二
枚
、
第
百
四
十
八
段
が
二
枚
、

第
百
九
十
五
段
が
二
枚
、
第
二
百
十
五
段
が
三
枚
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
多
く
の
重
複
図
が
あ
る

こ
と
は
い
っ
た
い
何
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
一
つ
の
可
能
性
と
し
て
は
、
絵
師
に
徒

然
絵
を
依
頼
す
る
際
に
、
章
段
の
選
択
は
本
人
の
自
由
に
任
せ
た
結
果
、
偶
然
に
い
く
つ
か
の

段
に
人
気
が
集
ま
り
、
結
果
的
に
複
数
枚
出
来
上
が
っ
た
と
言
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う

だ
と
す
れ
ば
、
ど
の
段
が
「
絵
に
な
る
」
段
か
が
わ
か
り
興
味
深
い
。
ち
な
み
に
、
五
枚
も
描

か
れ
て
い
る
第
五
十
三
段
は
、
仁
和
寺
の
法
師
が
鼎
を
被
っ
て
踊
り
興
じ
た
が
抜
け
な
く
な
っ

て
大
怪
我
を
し
た
話
で
あ
る
。
ま
た
、
四
枚
描
か
れ
た
第
四
十
四
段
は
、
秋
の
月
夜
に
稲
葉
の

露
を
分
け
な
が
ら
、
貴
公
子
が
笛
を
吹
く
場
面
で
あ
る
。

三
　
第
一
巻
所
収
十
八
図
の
考
察

先
に
「
芸
大
画
巻
」
全
五
十
三
図
の
簡
単
な
一
覧
を
示
し
た
が
、
こ
こ
で
は
第
一
巻
の
各
図

に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
紹
介
と
考
察
を
加
え
た
い
。
な
お
、
年
紀
・
落
款
が
書
か
れ
て
い

る
絵
は
、
図
の
番
号
の
後
に
記
し
た
が
、
判
読
で
き
な
い
も
の
も
多
く
、
そ
の
場
合
は
不
明
と

し
た
。

「
芸
大
画
巻
」
は
ほ
と
ん
ど
の
絵
が
着
色
画
で
あ
る
の
で
、
各
図
で
そ
の
こ
と
に
は
特
に
断

ら
ず
、
着
色
さ
れ
て
い
な
い
墨
画
の
場
合
に
、
そ
の
旨
を
記
し
た
。
ま
た
、
ほ
と
ん
ど
の
絵
が

横
長
に
描
か
れ
て
い
る
が
、
縦
長
の
も
の
に
つ
い
て
は
そ
の
旨
を
記
し
、
横
長
の
絵
に
つ
い
て

は
、
特
に
断
ら
な
か
っ
た
。

図
版
を
掲
げ
た
図
に
つ
い
て
は
、
そ
の
旨
を
最
初
に
記
し
た
。

・
第
一
図
（
紹
真
筆
・
印
）【
図
版
１
】

画
面
中
央
に
膝
を
崩
し
て
座
る
総
髪
人
物
は
、
襟
元
や
袖
口
に
茶
色
が
見
え
、
そ
の
上
に
白
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衣
、
さ
ら
に
そ
の
上
に
墨
染
め
衣
を
着
る
。
体
型
は
ふ
く
よ
か
で
、
年
齢
は
中
高
年
。
左
腕
を

体
側
に
自
然
に
下
ろ
し
て
い
る
が
、
手
に
は
二
つ
折
り
に
し
た
白
い
紙
を
持
つ
。
右
腕
は
軽
く

曲
げ
て
、
手
は
左
の
腿
あ
た
り
に
置
く
。
右
手
に
筆
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
の
人

物
は
、
結
び
灯
台
が
灯
る
机
に
対
し
て
、
体
を
九
十
度
左
側
に
向
け
て
い
る
。
机
の
上
に
は
硯
、

墨
、
紙
が
載
っ
て
い
る
。

こ
の
図
だ
け
な
ら
ば
、
誰
を
描
い
た
か
特
定
は
難
し
い
。
た
だ
し
、
本
画
巻
に
収
め
ら
れ
て

い
る
他
の
図
に
よ
っ
て
、こ
の
画
巻
が
徒
然
草
を
描
い
た
絵
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

巻
頭
に
位
置
す
る
こ
の
人
物
は
、
徒
然
草
の
著
者
で
あ
る
兼
好
を
描
い
て
い
る
と
み
な
し
て
よ

い
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
徒
然
草
の
版
本
に
掲
げ
ら
れ
た
り
、
肖
像
画
と
し
て
描
か
れ
た
兼
好

の
風
貌
と
比
べ
て
、
こ
の
図
の
雰
囲
気
と
類
似
す
る
作
品
は
管
見
に
入
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
点

が
や
や
不
審
で
あ
る
。
言
っ
て
み
れ
ば
こ
の
図
か
ら
受
け
る
印
象
が
、
ど
こ
と
な
く
近
代
的
、

あ
る
い
は
現
代
的
な
感
じ
が
す
る
の
で
あ
る
。

画
面
の
右
下
の
落
款
は
、「
紹
真
筆
」
と
あ
る
。
鍬
形

斎
（
一
七
六
四
〜
一
八
二
四
）
が

紹
真
と
名
乗
っ
た
の
は
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
か
ら
文
政
元
年
（
一
八
一
八
）
で
あ
る
の

で
、
こ
の
図
の
制
作
年
代
の
参
考
と
な
る
。

・
第
二
図
（
藤
原
廣
義
・
印
）

本
図
は
縦
長
の
構
図
に
、
立
派
な
門
の
前
で
案
内
を
請
う
人
物
と
、
画
面
左
下
に
は
牛
車
と

従
者
た
ち
を
描
く
。
彩
色
も
鮮
や
か
で
、
描
線
も
精
緻
な
見
事
な
一
枚
で
あ
る
。
署
名
は
右
下

に
「
藤
原
廣
義
」
と
あ
る
。
こ
れ
ま
で
管
見
に
入
っ
て
き
た
徒
然
図
に
は
こ
の
絵
と
類
似
す
る

も
の
が
な
い
。
門
が
描
か
れ
て
い
る
と
言
う
点
に
着
目
し
て
、
し
い
て
類
似
性
の
高
い
も
の
を

探
す
な
ら
ば
、
西
川
祐
信
『
絵
本
徒
然
草（
２
）

』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
第
一
段
で
あ
ろ
う
か
。

『
絵
本
徒
然
草
』
第
一
段
は
、
立
派
な
門
の
前
に
人
々
が
集
ま
っ
て
い
る
図
で
あ
り
、
画
面

上
方
に
、「
い
で
や
こ
の
世
に
生
れ
て
ハ
、
ね
が
ハ
し
か
る
べ
き
事
こ
そ
多
か
め
れ
。
み
か
ど

の
御
く
ら
ゐ
ハ
い
と
も
か
し
こ
し
。
竹
の
そ
の
ふ
の
す
へ
葉
ま
で
、
人
間
の
た
ね
な
ら
ぬ
ぞ
や

ん
ご
と
な
き
」（
表
記
は
そ
の
ま
ま
に
、
句
読
点
を
付
し
、
ル
ビ
は
省
い
た
）
と
い
う
徒
然
草

第
一
段
冒
頭
の
原
文
が
書
か
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
原
文
の
切
り
出
し
方
か
ら
見
て
、
こ
の

場
面
は
、
天
皇
の
御
所
の
門
（
御
門
）
を
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、「
芸
大
画
巻
」

で
は
、
門
が
描
か
れ
て
い
て
も
御
所
で
は
な
く
、
む
し
ろ
徒
然
草
第
一
段
の
原
文
で
、
今
引
用

し
た
箇
所
の
直
後
に
あ
る
「
一
の
人
の
御
有
様
は
さ
ら
な
り
、
た
だ
人
も
舎
人
な
ど
賜
る
き
は

は
、
ゆ
ゆ
し
と
見
ゆ
」
の
部
分
を
描
い
た
可
能
性
が
高
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
牛
車
と
従
者
た

ち
の
姿
を
描
い
て
い
る
の
は
、「
舎
人
な
ど
賜
る
き
は
」、
つ
ま
り
警
護
役
の
随
身
を
朝
廷
か

ら
配
属
さ
れ
る
貴
人
の
身
分
を
描
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
徒
然
草
が
絵
画
化
さ
れ
る
場
合
、
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、『
な
ぐ
さ
み
草
』

の
挿
絵
が
基
本
型
と
な
っ
て
い
る
。『
な
ぐ
さ
み
草
』
第
一
段
の
挿
絵（
３
）

は
、
同
段
末
尾
の
「
声

を
か
し
く
て
拍
子
取
り
、
い
た
ま
し
う
す
る
も
の
か
ら
、
下
戸
な
ら
ぬ
こ
そ
男
は
よ
け
れ
」
を

描
い
た
酒
宴
の
絵
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
同
様
の
図
柄
で
描
か
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。そ

れ
に
対
し
て
本
図
は
、
第
一
段
冒
頭
部
の
絵
画
化
で
あ
る
点
が
特
異
構
図
で
あ
る
と
と
も

に
、『
絵
本
徒
然
草
』
と
の
共
通
性
が
見
て
取
れ
る
点
に
注
目
し
た
い
。

藤
原
廣
義
が
描
い
た
図
は
も
う
一
枚
（
中
巻
第
十
一
図
）
あ
る
。

・
第
三
図
（
癸
亥
歳
孟
冬
写
／
桐
涯
処
士
墨
淵
・
印
）

本
図
も
縦
長
の
画
面
下
方
に
骸
骨
や
白
骨
、
卒
塔
婆
や
石
塔
が
散
ら
ば
る
荒
れ
果
て
た
野
を

描
き
、
画
面
上
方
に
は
遠
く
の
山
並
み
を
淡
彩
で
描
く
。『
な
ぐ
さ
み
草
』
第
七
段
の
挿
絵
で

は
、
骸
骨
や
白
骨
こ
そ
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
山
並
み
と
墓
地
を
描
い
て
お
り
、
本
図
は
『
な

ぐ
さ
み
草
』
を
参
照
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
徒
然
草
原
文
の
「
あ
だ
し
野
の
露
消
ゆ
る
時
な

く
、
鳥
部
山
の
煙
立
ち
去
ら
で
の
み
」
と
い
う
冒
頭
部
分
を
絵
画
化
し
た
も
の
。
山
は
鳥
部
山
、

荒
れ
果
て
た
野
原
は
あ
だ
し
野
を
描
い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
年
紀
の
「
癸
亥
」
は
享
和
三

年
（
一
八
〇
三
）
で
あ
る
。
こ
の
年
号
は
、「
芸
大
画
巻
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
絵
の
何
枚
か

に
書
か
れ
て
お
り
、
制
作
年
代
と
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
年
号
と
考
え
合
わ
せ
る
と
、
第

二
図
の
藤
原
廣
義
は
、
澤
田
章
編
『
日
本
画
家
辞
典
』
人
名
編
（
思
文
閣
出
版
）
に
、「
住
吉

廣
行
の
門
人
、
享
和
頃
の
人
な
る
べ
し
」
と
あ
る
和
田
廣
義
の
こ
と
か
。

・
第
四
図
（
源
為
明
画
・
印
）

画
面
中
央
左
寄
り
に
山
里
の
庵
を
、
手
前
の
小
高
い
場
所
か
ら
俯
瞰
し
た
よ
う
に
こ
じ
ん
ま

り
と
描
く
淡
彩
図
で
あ
る
。
栗
栖
野
で
見
た
好
ま
し
い
庵
の
裏
手
に
柑
子
の
木
を
囲
っ
て
い
た

の
で
幻
滅
し
た
話
（
第
十
一
段
）
を
描
く
が
、
本
図
か
ら
は
の
ど
か
な
情
景
が
感
じ
ら
れ
る
。

『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
、
囲
い
の
前
に
、
杖
を
つ
い
た
僧
形
の
兼
好
ら
し
き
人
物
を
配
す
が
、

こ
の
絵
に
は
そ
れ
が
な
い
の
が
か
え
っ
て
よ
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

・
第
五
図
（
巣
兆
英
親
筆
・
印
）【
図
版
２
】

本
図
は
、「
芸
大
画
巻
」
の
中
で
も
注
目
す
べ
き
図
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
横
長
の
構
図
で
、

画
面
の
中
央
に
、白
い
上
衣
に
赤
い
袴
の
左
膝
を
立
て
て
手
紙
を
読
む
女
性
が
描
か
れ
て
い
る
。

女
性
の
膝
元
に
は
金
蒔
絵
の
文
箱
が
置
か
れ
、
蓋
の
中
に
も
何
通
か
手
紙
ら
し
き
も
の
が
入
っ

て
い
る
。
長
い
黒
髪
を
背
中
の
上
部
で
ゆ
る
や
か
に
ひ
と
結
び
し
て
、
着
物
の
裾
ま
で
後
ろ
に
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垂
ら
し
て
い
る
。

背
景
に
は
何
も
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
白
い
上
衣
と
黒
髪
の
対
比
、
一
部
分
だ
け
見
え
る
緋
色

の
袴
、
文
箱
の
房
付
き
朱
紐
、
結
び
灯
台
の
灯
火
な
ど
、
点
綴
す
る
赤
が
よ
く
利
い
て
い
る
。

簡
素
な
構
図
だ
が
美
し
い
一
枚
で
あ
る
。
画
面
左
端
に
、「
巣
兆
英
親
筆
」
と
い
う
署
名
と

「
松
甫
」
の
落
款
が
あ
る
。

巣
兆
（
一
七
六
一
〜
一
八
一
四
）
は
、
建
部
氏
。
名
は
英
親
。
父
は
、
書
家
の
山
本
龍
斎
。

江
戸
に
生
ま
れ
、
千
住
に
住
む
。
晩
年
は
千
住
郊
外
の
関
屋
に
隠
棲
し
た
。
俳
諧
を
加
舎
白
雄

に
学
び
、
成
美
・
道
彦
と
と
も
に
、「
江
戸
三
大
家
」
と
呼
ば
れ
た
。
狩
野
派
・
土
佐
派
な
ど

に
学
び
、
大
和
絵
や
俳
画
を
よ
く
す
る
。
儒
学
者
の
亀
田
鵬
斎
は
義
兄
。
ち
な
み
に
巣
兆
は
、

第
三
図
の
年
紀
の
一
年
前
の
享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
に
『
せ
き
屋
で
う
』
を
編
集
し
て
い
る
。

『
せ
き
屋
で
う
』
は
、
巣
兆
と
諸
家
の
画
に
よ
る
俳
諧
画
帖
で
あ
る
。

巣
兆
は
、「
俳
画
の
場
合
だ
け
落
款
を
わ
ざ
と
斜
め
に
捺
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
ジ

ャ
ン
ル
を
描
き
わ
け
る
意
識
を
は
っ
き
り
と
持
っ
て
い
た
（
４
）

」
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
絵
で

は
落
款
が
き
ち
ん
と
水
平
に
捺
し
て
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
絵
を
見
た
だ
け
で
は
徒
然
草
第
十
三
段
を
描
い
た
と
特
定
す
る
こ
と
は
、

実
は
難
し
い
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
徒
然
絵
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿

絵
を
基
本
型
と
し
て
描
か
れ
る
。
第
十
三
段
は
、「
ひ
と
り
灯
火
の
も
と
に
文
を
ひ
ろ
げ
て
、

見
ぬ
世
の
人
を
友
と
す
る
ぞ
、
こ
よ
な
う
な
ぐ
さ
む
わ
ざ
な
る
」
と
い
う
文
章
に
続
い
て
、
愛

読
書
で
あ
る
『
文
選
』『
白
氏
文
集
』『
老
子
』『
荘
子
』
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
段
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
こ
の
段
は
徒
然
草
の
著
者
で
あ
る
兼
好
が
本
を
読
む
姿
で
描
か
れ
る
の
が
定
番
と

な
っ
て
い
る
。

「
芸
大
画
巻
」
の
こ
の
絵
の
よ
う
に
、
灯
火
が
あ
っ
て
も
、
女
性
が
本
な
ら
ぬ
手
紙
を
読
ん

で
い
る
の
で
は
、
本
来
、
徒
然
絵
と
し
て
成
り
立
た
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
巣
兆
が

こ
の
よ
う
な
構
図
で
描
い
た
の
か
不
審
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
徒
然
草
に
は
、
手
紙
の
こ
と
が

出
て
来
る
段
が
い
く
つ
か
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
段
を
描
い
た
図
と
考
え
た
方
が
よ
い
の
か
も

し
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
先
に
示
し
た
「
芸
大
画
巻
」
の
構
成
一
覧
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、

こ
の
画
巻
は
、
章
段
の
順
序
通
り
に
絵
が
配
列
さ
れ
て
い
る
と
い
う
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
つ

ま
り
、
章
段
の
特
定
が
難
し
い
図
が
出
て
き
て
も
、
そ
の
前
後
の
図
の
章
段
が
明
確
に
特
定
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、前
後
の
章
段
の
間
に
位
置
す
る
段
の
中
か
ら
決
定
で
き
る
の
で
あ
る
。

本
図
の
場
合
も
、
そ
の
方
法
に
よ
っ
て
第
十
三
段
と
特
定
し
た
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
直
前

の
図
が
第
十
一
段
で
あ
り
、
直
後
が
第
十
八
段
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
間
の
段
で
灯
火
が
描

か
れ
て
い
る
本
図
に
も
っ
と
も
近
い
内
容
の
段
と
な
る
と
、
第
十
三
段
に
な
る
。
そ
う
な
る
と
、

巣
兆
は
、
あ
え
て
第
十
三
段
本
文
の
「
文
」
と
い
う
言
葉
を
、
書
物
で
は
な
く
、
手
紙
と
読
み

替
え
て
、
こ
の
よ
う
な
や
や
艶
め
い
た
図
柄
に
描
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
巣
兆

が
徒
然
草
の
原
文
の
「
文
」
の
意
味
を
間
違
っ
て
解
釈
し
た
の
で
は
な
く
、
あ
え
て
意
味
を
ず

ら
し
て
描
い
た
の
で
は
な
い
か
と
、
こ
こ
で
は
考
え
て
お
き
た
い
。
な
お
、
第
十
五
段
に
、
旅

先
か
ら
手
紙
を
出
す
妙
味
が
書
か
れ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
留
守
宅
で
手
紙
を
受
け
取
っ
た
場

面
の
可
能
性
も
あ
る
か
。

・
第
六
図
（
梅
笑
行
年
七
十
五
歳
画
・
印
）【
図
版
３
】

画
面
手
前
に
川
、
右
側
に
川
面
を
前
に
座
っ
て
左
方
を
見
る
中
国
風
の
人
物
。
画
面
左
に
柳

ら
し
き
木
の
枝
に
瓢
箪
が
結
び
付
け
て
あ
る
。
こ
の
構
図
は
明
ら
か
に
徒
然
草
第
十
八
段
の
許

由
の
故
事
を
描
く
。
木
の
細
い
枝
が
右
方
に
靡
き
、
瓢
箪
も
風
に
吹
か
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

原
文
に
、「
あ
る
時
、
木
の
枝
に
懸
け
た
り
け
る
が
、
風
に
吹
か
れ
て
鳴
り
け
る
を
、
か
し
か

ま
し
と
て
捨
て
つ
」
の
部
分
の
絵
画
化
で
あ
る
。
許
由
は
、
ど
こ
と
な
く
険
し
い
表
情
で
瓢
箪

を
見
詰
め
て
い
る
よ
う
で
、
う
る
さ
い
か
ら
捨
て
て
し
ま
お
う
と
決
心
し
て
い
る
瞬
間
で
あ
ろ

う
か
。『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
で
は
許
由
と
と
も
に
孫
晨
の
図
も
描
い
て
い
る
。

梅
笑
は
深
川
水
場
狩
野
の
狩
野
梅
笑
師
宣
（
一
七
二
八
〜
一
八
〇
七
）
で
あ
ろ
う
。「
行
年

七
十
五
歳
」
と
あ
る
の
で
、
享
保
一
三
年
（
一
七
二
八
）
生
ま
れ
の
梅
笑
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の

絵
を
描
い
た
の
が
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
な
り
、
先
の
第
三
図
に
書
か
れ
て
い
た
年
と
一

致
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、「
芸
大
画
巻
」
の
成
立
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。

・
第
七
図
（
署
名
・
印
と
も
不
明
）

満
月
を
画
面
中
央
や
や
低
く
描
き
、
画
面
の
左
上
か
ら
右
下
に
伸
ば
し
た
対
角
線
の
左
手
側

を
秋
草
が
埋
め
る
。
こ
れ
だ
け
見
る
と
ま
る
で
秋
の
武
蔵
野
を
描
い
た
絵
の
よ
う
に
見
え
る
。

徒
然
草
第
二
十
段
に
「
よ
ろ
づ
の
こ
と
は
、
月
見
る
に
こ
そ
な
ぐ
さ
む
も
の
な
れ
」
と
あ
る
が
、

『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
、
山
里
の
庵
の
竹
の
簀
の
子
に
座
っ
て
、
左
手
を
翳
し
て
満
月
を
眺
め

る
僧
を
描
く
。
し
た
が
っ
て
本
図
は
独
自
構
図
で
あ
り
、
こ
の
絵
の
直
前
に
位
置
す
る
の
が
第

十
八
段
を
描
い
た
絵
で
あ
る
こ
と
と
関
連
さ
せ
な
け
れ
ば
、
章
段
の
特
定
は
む
ず
か
し
か
っ
た

だ
ろ
う
。
そ
れ
く
ら
い
、
徒
然
草
の
原
文
か
ら
自
由
に
描
い
た
秋
景
色
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

・
第
八
図
（
嵩
樹
筆
・
印
）

本
図
は
左
下
か
ら
右
上
に
か
け
て
斜
め
に
築
地
塀
が
描
か
れ
、
そ
の
中
央
に
門
が
あ
る
。
画

面
左
側
に
広
が
る
こ
の
邸
の
庭
も
垣
根
も
荒
れ
果
て
て
い
る
。人
住
ま
ぬ
廃
園
の
情
景
を
描
く
。

徒
然
草
第
二
十
六
段
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
昔
見
し
妹
が
垣
根
は
荒
れ
に
け
り
」
と
い
う
和
歌

の
上
の
句
を
描
い
た
か
。
た
だ
し
こ
の
歌
の
下
の
句
は
「
つ
ば
な
ま
じ
り
の
す
み
れ
の
み
し
て
」
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な
の
で
、
春
の
情
景
で
あ
る
が
、
画
面
か
ら
は
季
節
は
特
定
し
が
た
い
。

嵩
樹
は
高
嵩
谷
の
門
人（
５
）

で
あ
る
が
、
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
。

・
第
九
図
（
嵩
樹
図
・
印
）

前
図
と
同
じ
く
嵩
樹
の
絵
で
あ
る
。
こ
の
図
は
第
三
十
段
の
、「
骸
は
気
う
と
き
山
の
中
に

収
め
て
、
さ
る
べ
き
日
ば
か
り
詣
で
つ
つ
見
れ
ば
」
の
部
分
を
描
い
て
い
る
の
が
珍
し
い
。
普

通
は
こ
の
段
の
末
尾
に
「
嵐
に
咽
び
し
松
も
千
年
を
待
た
で
薪
に
摧
か
れ
、
古
き
墳
は
犂
か
れ

て
田
と
な
り
ぬ
」
と
あ
る
部
分
を
描
く
。
第
十
三
段
の
構
図
が
特
異
で
あ
っ
た
の
を
見
た
が
、

こ
れ
も
珍
し
い
描
き
方
で
、こ
の
傾
向
が
本
画
巻
全
体
を
通
し
て
の
特
徴
で
あ
る
か
ど
う
か
を
、

注
目
し
な
が
ら
以
下
の
各
図
を
見
て
ゆ
き
た
い
。

・
第
十
図
（
署
名
な
し
・
印
）【
図
版
４
】

画
面
左
下
に
谷
文
晁
（
一
七
六
三
〜
一
八
四
〇
）
の
落
款
が
あ
る
。
図
柄
は
、
開
け
放
っ
た

室
内
に
僧
が
ひ
と
り
座
っ
て
右
手
の
人
差
し
指
を
立
て
て
、
濡
れ
縁
に
座
る
立
烏
帽
子
・
狩
衣

姿
の
人
物
に
何
か
話
し
て
い
る
姿
が
画
面
左
半
分
を
占
め
る
。
画
面
右
側
は
、
烏
帽
子
の
男
の

従
者
と
思
わ
れ
る
三
人
の
男
た
ち
が
地
面
に
座
っ
て
僧
と
主
人
の
問
答
を
窺
っ
て
い
る
。

こ
の
図
柄
は
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
第
三
十
九
段
の
挿
絵
か
ら
、
門
や
松
、
遠
く
の
山
々
な
ど

を
取
り
去
り
、
水
干
姿
の
三
人
の
従
者
を
書
き
加
え
た
構
図
と
な
っ
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は

『
な
ぐ
さ
み
草
』
と
同
様
の
も
の
と
み
な
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿

絵
が
全
般
に
生
硬
な
印
象
を
与
え
る
の
と
比
べ
て
、
本
図
は
人
物
の
風
貌
が
お
っ
と
り
と
し
た

の
ど
か
な
感
じ
を
与
え
る
。

・
第
十
一
図
（
南
公
・
印
）

膝
元
に
栗
を
置
く
若
い
女
性
が
描
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
徒
然
草
第
四
十
段
の
栗
ば
か
り

を
食
べ
て
い
た
娘
を
描
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
で
は

襖
・
床
の
間
な
ど
室
内
画
と
し
て
描
い
て
い
る
が
、
本
図
は
背
景
に
何
も
描
か
ず
、
画
面
中
央

に
栗
と
左
向
き
の
女
性
を
描
い
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
赤
・
青
・
茶
・
紫
な
ど
衣
裳
の
色
彩
が

長
い
黒
髪
に
映
え
て
美
し
く
、
非
常
に
鮮
や
か
で
あ
る
。

・
第
十
二
図
（
署
名
な
し
・
印
不
明
）

第
十
二
図
も
徒
然
草
第
四
十
段
を
描
く
が
、
画
風
は
全
く
異
な
る
。
淡
彩
の
俳
画
風
の
絵
で
、

栗
を
前
に
し
て
座
る
娘
の
傍
に
は
老
父
母
が
座
り
、
そ
の
左
に
は
囲
炉
裏
が
あ
り
、
庶
民
の
家

庭
風
景
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
同
一
章
段
を
描
い
た
複
数
の
図
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、「
芸
大
画
巻
」

の
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。

・
第
十
三
図
（
署
名
な
し
・
印
）【
図
版
５
】

本
図
は
印
章
に
、「
珪
」
の
字
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
英
一
珪
（
一
七
五
二
〜
一
八
四
三
）

に
よ
っ
て
描
か
れ
た
か
。
第
四
十
一
段
の
賀
茂
の
競
べ
馬
を
描
い
て
い
る
。
画
面
の
中
央
か
ら

左
手
に
向
か
っ
て
馬
を
馳
せ
る
騎
手
、
画
面
右
側
に
は
樹
上
で
居
眠
り
を
す
る
僧
を
人
々
が
見

上
げ
る
構
図
で
描
か
れ
て
い
る
の
が
珍
し
い
。
こ
れ
に
類
似
す
る
絵
と
し
て
は
、
神
奈
川
県
立

金
沢
文
庫
蔵
・
鍬
形
紹
真
筆
「
徒
然
草
屏
風
」
が
あ
る
。
ち
な
み
に
紹
真
は
、「
芸
大
画
巻
」

の
巻
頭
の
兼
好
図
を
描
い
て
い
た
。

・
第
十
四
図
（
春
嶽
・
印
）

本
図
は
南
画
風
な
絵
で
、
画
面
の
手
前
に
樹
上
で
居
眠
り
を
す
る
僧
を
描
き
、
画
面
の
奥
に

そ
れ
を
見
な
が
ら
噂
し
合
う
人
々
を
描
き
、
競
べ
馬
の
情
景
は
描
い
て
い
な
い
の
が
珍
し
い
。

「
春
嶽
」
と
い
う
落
款
と
印
が
あ
る
が
、
詳
細
は
未
詳
で
あ
る
。

・
第
十
五
図
（
署
名
・
印
と
も
不
明
）

第
十
五
図
か
ら
十
八
図
ま
で
の
四
枚
は
す
べ
て
第
四
十
四
段
冒
頭
部
を
描
く
。
共
通
す
る
の

は
横
笛
を
吹
く
後
ろ
姿
の
立
烏
帽
子
・
狩
衣
姿
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
第
十
五
図
が

も
っ
と
も
簡
略
な
淡
彩
で
、
画
面
に
は
笛
を
吹
く
男
と
そ
の
左
隣
に
狩
衣
姿
の
後
ろ
姿
の
少
年

（
原
文
で
は
「
さ
さ
や
か
な
る
童
ひ
と
り
を
具
し
て
」
の
絵
画
化
）
が
一
人
い
る
だ
け
で
あ
る

り
、
背
景
は
何
も
描
か
れ
て
い
な
い
。

・
第
十
六
図
（
署
名
・
印
と
も
不
明
）

本
図
も
淡
彩
で
、
こ
ち
ら
は
満
月
の
も
と
、
畦
道
で
横
笛
を
吹
く
立
烏
帽
子
・
狩
衣
姿
の
人

物
を
中
央
に
描
く
。
画
面
の
右
端
に
は
「
あ
や
し
の
竹
の
編
戸
」
と
わ
ず
か
な
草
木
が
描
か
れ

て
い
る
。
童
の
姿
は
な
い
が
、
第
十
六
図
の
画
面
の
雰
囲
気
は
、「
あ
や
し
の
竹
の
編
戸
の
内

よ
り
、
い
と
若
き
男
の
、
月
影
に
色
あ
ひ
さ
だ
か
な
ら
ね
ど
、
艶
や
か
な
る
狩
衣
に
濃
き
指
貫
、

い
と
ゆ
ゑ
づ
き
た
る
さ
ま
に
て
、
さ
さ
や
か
な
る
童
ひ
と
り
を
具
し
て
、
遙
か
な
る
田
の
中
の

細
道
を
、
稲
葉
の
露
に
そ
ぼ
ち
つ
つ
分
け
行
く
ほ
ど
に
、
笛
を
え
な
ら
ず
吹
き
す
さ
び
た
る
」

と
い
う
、
第
四
十
四
段
原
文
冒
頭
部
の
表
現
に
、
忠
実
な
描
き
方
で
あ
る
。
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・
第
十
七
図
（
署
名
・
印
と
も
不
明
）

本
図
は
、
直
前
の
第
十
六
図
を
反
転
し
て
描
い
た
か
の
よ
う
な
非
常
に
よ
く
似
た
描
き
方
で

あ
る
。
な
お
、
第
十
六
・
十
七
図
は
ど
ち
ら
も
遠
近
感
を
感
じ
さ
せ
る
、
奥
行
き
の
あ
る
構
図

に
な
っ
て
い
る
。

・
第
十
八
図
（
榮
保
画
・
印
）

本
図
は
童
（
た
だ
し
こ
ち
ら
は
水
干
姿
で
裸
足
、
太
刀
を
持
つ
）
を
描
い
て
い
る
点
で
第
十

五
図
に
似
て
い
る
が
、
秋
の
稲
田
風
景
と
と
も
に
描
く
点
で
は
第
十
六
・
十
七
図
に
類
似
す

る
。以

上
の
よ
う
に
、
多
少
描
き
方
に
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
横
笛
を
吹
く
狩
衣
姿
と
い
う
共
通

項
が
あ
る
絵
を
四
枚
も
収
め
て
い
る
の
は
不
審
で
あ
る
。
徒
然
草
第
四
十
四
段
に
は
、
冒
頭
部

に
引
き
続
き
、
山
際
の
貴
族
の
邸
宅
で
行
わ
れ
る
仏
事
の
様
子
や
庭
の
風
情
な
ど
も
書
か
れ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
同
じ
段
を
描
く
と
し
て
も
も
っ
と
さ
ま
ざ
ま
な
構
図
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
よ
く
似
た
構
図
の
絵
を
四
枚
も
こ
の
画
巻
に
載
せ
て
い
る
の
は
、

い
か
な
る
理
由
に
よ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
、
仏
事
の
様
子
な

ど
も
描
い
て
い
る
。

「
芸
大
画
巻
」
第
一
巻
の
考
察
を
終
え
る
に
あ
た
り
、
明
ら
か
に
な
っ
た
特
徴
を
も
う
一
度

確
認
し
て
お
き
た
い
。
第
一
に
、
年
紀
や
年
齢
な
ど
に
よ
っ
て
、「
芸
大
画
巻
」
は
享
和
三
年

（
一
八
〇
三
）
に
描
か
れ
た
可
能
性
が
出
て
き
た
こ
と
。
第
二
に
、
第
四
十
段
（
二
図
）
・
第

四
十
一
段
（
二
図
）
・
第
四
十
四
段
（
四
図
）
な
ど
、
同
一
の
章
段
を
複
数
の
画
家
が
描
い
て

い
る
場
合
が
あ
る
こ
と
。
第
三
に
、
徒
然
絵
の
基
本
型
で
あ
る
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
と
構

図
が
大
き
く
異
な
る
図
も
あ
り
、
徒
然
草
の
内
容
を
か
な
り
自
由
に
解
釈
し
て
描
い
て
い
る
こ

と
。
こ
れ
ら
が
第
一
巻
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

四
　
第
二
巻
所
収
十
七
図
の
考
察

・
第
一
図
（
長
谷
川
雪
旦
・
印
）【
図
版
６
】

横
長
の
画
面
中
央
に
、
腹
這
い
に
な
っ
て
左
手
で
頬
杖
を
つ
き
、
本
を
読
む
頭
巾
姿
の
年
配

の
僧
を
描
く
淡
彩
。
人
物
の
右
側
に
本
が
五
冊
重
ね
て
あ
る
。「
兼
好
読
書
図
」
で
あ
る
の
で

徒
然
草
第
十
三
段
を
描
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
く
つ
ろ
い
だ
姿
勢
で
楽
し
げ
な
姿
で
あ
る
。
背

景
に
は
何
も
描
か
れ
て
い
な
い
。
第
二
巻
の
第
二
図
が
徒
然
草
第
四
十
五
段
で
あ
る
の
は
、
第

一
巻
の
最
後
が
第
四
十
四
段
だ
っ
た
こ
と
か
ら
の
繋
が
り
で
あ
る
が
、
第
二
巻
の
冒
頭
が
章
段

の
順
序
を
戻
っ
て
第
十
三
段
を
描
い
て
い
る
の
は
、
兼
好
の
肖
像
画
を
各
巻
の
冒
頭
に
置
い
て

こ
の
画
巻
の
性
格
を
強
調
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
と
言
う
の
は
、
第
三
巻
の
冒
頭
も
兼
好
ら

し
き
僧
形
の
人
物
が
、
机
に
両
腕
を
も
た
せ
か
け
て
い
る
図
だ
か
ら
で
あ
る
。

画
面
右
側
に
「
長
谷
川
雪
旦
」
の
署
名
と
落
款
が
あ
る
。
雪
旦
（
一
七
七
八
〜
一
八
四
三
）

は
、『
江
戸
名
所
図
会
』
の
挿
絵
画
家
と
し
て
著
名
で
あ
る
。

・
第
二
図
（
桂
意
筆
・
印
）

桂
意
は
板
谷
派
の
絵
師
。第
四
十
五
段
の
榎
木
僧
正
が
木
を
伐
ら
せ
る
場
面
を
描
く
彩
色
画
。

た
だ
し
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
で
は
、
背
後
に
建
物
を
描
く
が
、
本
図
は
画
面
右
側
に
榎
木

の
幹
を
太
く
大
き
く
描
き
、
斧
を
振
り
上
げ
る
男
と
鋸
を
入
れ
る
男
、
画
面
左
側
に
僧
正
と
従

者
、
少
年
を
描
く
の
み
で
、
人
物
は
五
人
、
衣
裳
や
体
型
、
表
情
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
に
ふ
さ
わ
し

い
き
め
細
か
い
描
き
方
で
あ
る
が
、
構
図
自
体
は
簡
潔
で
あ
る
。

・
第
三
図
（
狩
野
洞
琳
筆
・
印
）【
図
版
７
】

洞
琳
は
浅
草
猿
屋
町
代
地
狩
野
分
家
の
絵
師
で
、生
年
は
未
詳
だ
が
一
八
二
〇
年
に
没
し
た
。

享
和
二
年
（
一
八
〇
二
）
に
妖
怪
絵
巻
を
描
い
て
い
る
。
本
図
も
第
四
十
五
段
の
榎
木
僧
正
が

木
を
伐
ら
せ
る
場
面
の
彩
色
画
。
こ
こ
で
は
背
景
に
建
物
も
描
く
が
、
人
物
は
僧
正
と
、
鋸
で

幹
を
切
る
男
の
二
人
だ
け
で
、
特
に
榎
木
が
画
面
中
央
に
大
き
く
描
か
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で

あ
る
。

・
第
四
図
（
署
名
・
印
と
も
不
明
）

こ
れ
も
第
四
十
五
段
を
描
く
彩
色
画
。
構
図
は
珍
し
く
、
榎
木
の
大
木
が
切
り
倒
さ
れ
て
切

り
株
の
向
こ
う
に
切
り
口
を
手
前
に
向
け
た
木
が
横
た
わ
る
。
画
面
手
前
左
側
に
僧
正
、
そ
の

右
に
斧
を
置
い
て
跪
い
て
畏
ま
る
男
が
一
人
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
構
図
で
第
四
十
五

段
が
描
か
れ
て
い
る
の
は
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
。

・
第
五
図
（
月
僊
・
印
）

月
僊
（
一
七
四
一
〜
一
八
〇
九
）
は
『
古
画
備
考
』
目
録
で
「
釈
門
五
」
に
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
尾
張
の
画
僧
で
、
晩
年
は
伊
勢
山
田
に
寂
照
寺
を
再
興
し
た
。
第
五
十
三
段
の
仁
和
寺
の

法
師
た
ち
の
酒
宴
で
、
鼎
を
被
っ
て
踊
る
僧
と
、
そ
れ
を
見
て
囃
し
立
て
る
僧
た
ち
十
人
を
軽

妙
に
表
情
豊
か
に
描
く
淡
彩
図
で
あ
る
。
本
図
以
下
、
第
九
図
ま
で
五
枚
に
わ
た
っ
て
鼎
被
り

の
図
が
続
く
。「
芸
大
画
巻
」
の
中
で
も
同
一
章
段
を
描
い
た
図
と
し
て
、
も
っ
と
も
多
い
。

「
芸
大
画
巻
」
に
お
け
る
第
五
十
三
段
に
共
通
す
る
の
は
、
ど
れ
も
背
景
が
描
か
れ
て
い
な
い

点
で
あ
る
。
一
方
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
室
内
画
に
な
っ
て
い
る
。「
芸
大
画
巻
」
は
全
般
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に
、
背
景
を
描
か
ず
、
簡
素
な
構
図
が
多
い
の
が
特
徴
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

・
第
六
図
（
署
名
な
し
・
印
）

署
名
は
な
い
が
、
印
章
は
、
第
一
巻
第
十
三
図
と
同
じ
で
あ
る
。

横
長
の
画
面
の
中
央
上
部
に
、
鼎
を
被
り
右
手
に
開
い
た
扇
を
持
っ
て
踊
る
僧
を
描
き
、
そ

の
人
物
を
取
り
囲
む
よ
う
に
右
端
に
女
性
が
一
人
、
折
烏
帽
子
を
被
っ
た
男
が
二
人
、
左
端
に

女
性
二
人
の
合
計
五
人
が
、
歓
声
を
挙
げ
、
大
笑
い
し
な
が
ら
囃
し
立
て
る
。
真
ん
中
に
は
、

何
か
料
理
が
入
っ
た
黒
塗
り
の
四
角
い
容
器
を
載
せ
た
三
方
と
、
徳
利
が
置
か
れ
て
い
る
。
徒

然
草
第
五
十
三
段
の
仁
和
寺
の
酒
宴
の
場
面
で
あ
る
。

背
景
は
描
か
ず
に
、
画
面
一
杯
に
人

物
た
ち
を
大
き
く
大
胆
な
素
早
い
タ
ッ
チ
で
描
い
た
淡
彩
で
、「
芸
大
画
巻
」
の
中
で
も
最
も

躍
動
感
に
溢
れ
る
図
の
一
つ
で
あ
る
。

一
方
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
で
は
、
庭
か
ら
室
内
を
眺
め
る
構
図
で
描
か
れ
、
僧
侶
た

ち
と
稚
児
が
静
止
的
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
本
図
と
は
似
て
い
な
い
。
神
奈
川
県
立
金
沢
文

庫
蔵
の
鍬
形

斎
筆
「
徒
然
草
屏
風
」
に
は
、
第
五
十
三
段
を
描
い
た
場
面
に
、
烏
帽
子
の
男

や
三
方
と
徳
利
な
ど
、
本
図
と
似
た
画
材
が
使
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
屏
風
の
成
立
年
代
は
文

政
初
期
（
一
八
一
八
〜
一
九
）
と
さ
れ
て
お
り
（
６
）

、「
芸
大
画
巻
」
が
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）

と
す
れ
ば
、
こ
ち
ら
の
方
が
早
い
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、「
芸
大
画
巻
」
上
巻
第
十
三
図
も

本
図
と
同
じ
印
章
だ
っ
た
が
、
第
四
十
一
段
の
構
図
に
、
楝
の
樹
上
の
僧
を
見
上
げ
る
人
々
の

姿
が
描
か
れ
て
い
た
。
金
沢
文
庫
の

斎
の
屏
風
で
も
こ
の
場
面
は
、
本
画
巻
を
そ
の
ま
ま

反
転
さ
せ
た
と
言
え
る
く
ら
い
似
て
い
る
。
金
沢
文
庫
蔵
の
屏
風
の
制
作
年
代
は
お
そ
ら
く

「
芸
大
画
巻
」
よ
り
後
な
の
で
、
あ
る
い
は
鍬
形

斎
は
、
屏
風
を
描
く
際
に
こ
れ
ら
の
場
面

は
、「
芸
大
画
巻
」
所
収
の
二
図
を
参
考
に
し
た
可
能
性
も
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、

確
証
は
な
い
が
、
可
能
性
と
し
て
提
起
し
て
お
き
た
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
本
図
は
第
五
十
三
段
を
描
い
た
絵
の
な
か
で
も
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
に

捕
ら
わ
れ
ず
、
独
自
の
描
き
方
を
し
て
い
る
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
あ
と
さ
ら
に
、
第
九
図
ま
で
連
続
し
て
第
五
十
三
段
を
描
い
た
絵
が
続
く
。
こ
れ
ら
の

五
枚
に
共
通
す
る
の
は
、
背
景
を
描
か
ず
に
、
焦
点
を
絞
っ
て
簡
略
に
描
い
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。

・
第
七
図
（
近
光
・
花
押
）

画
面
中
央
に
、
鼎
を
被
っ
て
左
足
の
膝
を
上
げ
て
右
足
で
立
ち
、
開
い
た
扇
を
持
っ
た
右
手

は
下
ろ
し
、
左
手
は
人
差
し
指
を
立
て
て
高
く
差
し
上
げ
て
踊
る
僧
。
画
面
右
下
に
は
朱
塗
り

の
大
振
り
の
杯
一
つ
。
背
景
に
は
何
も
描
か
れ
て
お
ら
ず
、
た
っ
た
こ
れ
だ
け
の
簡
素
な
構
図

で
あ
る
。
け
れ
ど
も
鼎
を
被
っ
て
踊
る
僧
と
い
う
だ
け
で
、
徒
然
草
第
五
十
三
段
を
描
い
た
こ

と
は
す
ぐ
に
わ
か
る
。
こ
の
段
の
究
極
の
図
柄
で
あ
ろ
う
。
近
光
に
つ
い
て
は
、
不
明
で
あ

る
。

・
第
八
図
（
英
一
蜂
画
・
印
）【
図
版
８
】

英
一
蜂
と
い
う
名
の
絵
師
は
四
代
に
わ
た
っ
て
い
る
。
初
代
一
蜂
（
一
六
九
一
〜
一
七
六
〇
）

は
英
一
蝶
（
一
六
五
二
〜
一
七
二
四
）
の
弟
子
で
あ
る
。
二
代
一
蜂
（
？
〜
一
七
八
八
）、
三

代
一
蜂
（
嵩
林
・
生
没
年
未
詳
）、
四
代
一
蜂
（
嵩
琳
・
生
没
年
未
詳
）
と
続
く（
７
）

。
印
章
は

「
嵩
林
」
と
読
め
る
よ
う
な
の
で
三
代
一
蜂
で
あ
ろ
う
。
二
代
一
蜂
が
一
七
八
八
年
に
没
し
て

お
り
、
三
代
一
蜂
の
生
没
年
は
未
詳
な
が
ら
、
享
和
期
に
描
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
「
芸
大
画

巻
」
に
作
品
が
収
録
さ
れ
る
可
能
性
も
、
三
代
一
蜂
な
ら
ば
、
合
致
し
よ
う
。

本
図
は
墨
画
で
あ
る
。
徒
然
草
第
五
十
三
段
を
描
い
て
い
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
だ
が
、
構
図

が
珍
し
い
。
背
景
に
は
何
も
描
か
れ
ず
、
画
面
の
中
央
に
三
人
の
人
物
が
座
っ
て
い
る
。
真
ん

中
に
鼎
を
被
っ
て
右
側
の
女
性
に
抱
き
か
か
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
座
る
僧
。
僧
の
左
手
の
脈

を
取
る
医
師
が
左
側
に
描
か
れ
る
。
医
師
の
後
方
、
画
面
の
左
端
に
薬
箱
ら
し
き
長
方
形
の
や

や
厚
味
の
あ
る
箱
が
置
か
れ
て
い
る
。
女
性
は
顔
を
そ
む
け
、
医
師
は
目
を
つ
ぶ
っ
て
精
神
を

集
中
し
て
い
る
。
徒
然
草
の
原
文
で
、
鼎
が
抜
け
な
く
な
っ
た
僧
を
「
京
な
る
医
師
」
に
連
れ

て
行
っ
て
、「
医
師
の
も
と
に
さ
し
入
り
て
、
向
ひ
ゐ
た
り
け
ん
あ
り
さ
ま
、
さ
こ
そ
異
様
な

り
け
め
」
と
書
か
れ
て
い
る
場
面
を
描
い
て
い
る
。
た
だ
し
、
医
師
が
脈
を
取
る
構
図
で
描
い

た
と
こ
ろ
が
工
夫
で
あ
る
。

第
五
十
三
段
は
酒
宴
の
場
面
が
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
本
図
の
よ
う
に
酒
宴
が
果
て
た

後
の
場
面
を
描
く
例
も
あ
る
。
熱
田
神
宮
献
納
、
住
吉
如
慶
筆
「
徒
然
草
屏
風
」
は
、
六
曲
一

双
に
徒
然
草
の
一
連
の
仁
和
寺
章
段
を
描
く
点
で
注
目
作
で
あ
る
。
右
隻
第
一
扇
か
ら
第
三
扇

に
仁
和
寺
で
の
酒
宴
が
大
き
く
描
か
れ
、
第
六
扇
に
は
、
鼎
（
た
だ
し
こ
の
屏
風
は
、
鼎
で
な

く
鉄
輪
で
描
く
）
を
被
っ
た
僧
が
、
折
烏
帽
子
の
男
と
老
母
ら
し
き
女
性
の
二
人
に
連
れ
ら
れ

て
画
面
の
左
手
方
向
に
向
か
っ
て
歩
く
場
面
が
あ
る
（
８
）

。
医
師
と
向
か
い
合
う
本
図
と
は
異
な
る

が
、
酒
宴
後
の
情
景
も
描
い
て
い
る
点
で
は
共
通
す
る
。

・
第
九
図
（
嵩
涛
筆
・
印
）

本
図
は
直
前
の
第
八
図
と
よ
く
似
て
い
る
が
、
こ
ち
ら
は
淡
彩
で
あ
る
。
画
面
中
央
で
鼎
を

被
っ
た
僧
の
脈
を
取
る
医
師
の
仕
草
も
表
情
も
第
八
図
と
酷
似
す
る
。
た
だ
し
第
八
図
の
画
面

右
の
女
性
を
取
り
去
り
、
薬
箱
を
医
師
の
手
前
に
置
き
、
画
面
左
側
手
前
に
薬
研
を
擦
り
な
が

ら
医
師
た
ち
を
振
り
返
る
坊
主
頭
の
少
年
を
配
し
、
少
年
の
後
ろ
に
は
縦
長
の
木
箱
が
一
つ
置
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い
て
あ
る
点
が
異
な
る
。

高
嵩
涛
（
一
七
八
一
〜
一
八
五
四
）
は
、
高
嵩
谷
（
一
七
三
〇
〜
一
八
〇
四
）
の
弟
子
。
絵

馬
屋
額
輔
と
も
称
し
、
御
蔵
前
書
替
役
を
つ
と
め
た
と
い
う
（
９
）

。

以
上
、
い
ず
れ
も
第
五
十
三
段
を
描
い
た
第
五
図
か
ら
第
九
図
ま
で
を
概
観
し
た
。
第
五
図

と
第
七
図
を
除
き
、
英
派
の
絵
師
た
ち
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
偶
然
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は

同
一
の
段
を
競
作
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

・
第
十
図
（
署
名
な
し
・
印
）

本
図
に
は
署
名
が
な
い
が
、
描
い
た
の
は
印
章
か
ら
賀
茂
季
鷹
（
一
七
五
四
〜
一
八
四
一
）

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
季
鷹
は
上
賀
茂
社
社
家
に
生
ま
れ
、
香
川
景
樹
と
と
も
に
化
政
・
天

保
期
を
代
表
す
る
歌
人
で
あ
る
。
有
栖
川
宮
職
仁
親
王
に
仕
え
、
後
に
江
戸
で
和
歌
と
書
を
、

諸
侯
を
は
じ
め
と
し
て
人
々
に
教
え
、
加
藤
千
蔭
ら
と
も
交
友
し
た
。
そ
の
後
帰
京
し
、
上
賀

茂
社
で
門
人
た
ち
の
指
導
に
あ
た
っ
た
。

「
芸
大
画
巻
」
の
成
立
が
い
く
つ
か
の
絵
の
年
紀
に
あ
る
よ
う
に
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）

前
後
頃
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
頃
季
鷹
は
京
都
に
い
た
の
で
、
本
図
は
京
都
か
ら
取
り
寄
せ
た
も

の
か
。

さ
て
、
本
図
は
「
芸
大
画
巻
」
の
中
で
も
異
色
の
一
枚
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
横
長
の
画
面

上
半
分
の
ほ
ぼ
三
分
の
二
を
使
っ
て
、
徒
然
草
の
第
五
十
四
段
の
原
文
が
二
十
二
行
に
わ
た
っ

て
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
段
は
、
仁
和
寺
の
法
師
た
ち
が
、
双
が
岡
に
弁
当
を
隠
し
て
お
い
て
、

稚
児
を
誘
い
出
し
て
遊
ぼ
う
と
し
た
が
、
そ
れ
を
知
っ
た
者
が
、
弁
当
を
盗
ん
で
し
ま
っ
た
と

い
う
話
で
あ
る
。
原
文
の
引
用
は
、
第
五
十
四
段
の
冒
頭
と
末
尾
を
省
略
し
、
中
間
部
を
、

「
風
流
の
わ
り
ご
や
う
の
物
／
念
ご
ろ
に
い
と
な
み
出
て
／
（
中
略
）
／
人
の
見
を
き
て
御
所

へ
参
り
た
る
／
間
に
ぬ
す
め
る
也
」
の
ご
と
く
書
い
て
い
る
。
画
面
左
下
に
な
だ
ら
か
な
山
が

二
つ
連
な
っ
て
い
る
の
は
、
舞
台
と
な
っ
た
双
が
岡
で
あ
ろ
う
。

「
芸
大
画
巻
」
全
五
十
三
図
で
、
徒
然
草
の
原
文
が
書
か
れ
て
い
る
絵
は
こ
れ
以
外
に
は
な

い
。
ゆ
っ
た
り
と
の
び
や
か
な
書
と
絵
か
ら
な
り
、
書
を
よ
く
し
た
季
鷹
な
ら
で
は
の
画
面
構

成
と
い
え
よ
う
。

・
第
十
一
図
（
藤
原
義
廣
・
印
）【
図
版
９
】

本
図
は
第
一
巻
第
二
図
と
同
じ
藤
原
義
廣
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
、
縦
長
の
着
色
画
で
あ
る
。

芋
頭
を
好
ん
だ
盛
親
僧
都
の
こ
と
を
書
い
た
徒
然
草
第
六
十
段
を
描
く
。
盛
親
僧
都
が
「
談
義

の
座
に
て
も
、
大
き
な
る
鉢
に
う
づ
高
く
盛
り
て
、
膝
元
に
置
き
つ
つ
、
食
い
な
が
ら
、
文
を

も
読
み
け
り
」
と
あ
る
原
文
を
描
く
。
画
面
の
奥
に
、
芋
頭
を
食
べ
な
が
ら
談
義
す
る
盛
親
僧

都
、
画
面
向
か
っ
て
左
側
か
ら
手
前
に
Ｌ
字
を
描
く
よ
う
に
僧
俗
・
男
女
・
大
人
子
供
取
り
混

ぜ
て
十
六
人
の
聴
衆
が
室
内
と
濡
れ
縁
に
座
る
。
画
面
手
前
の
庭
に
も
僧
俗
六
人
が
描
か
れ
、

「
芸
大
画
巻
」
の
中
で
も
、
も
っ
と
も
充
実
し
た
画
面
構
成
で
あ
る
。
し
か
も
庭
の
紅
葉
や

人
々
の
衣
服
の
赤
、
池
水
や
襖
・
畳
な
ど
の
緑
や
青
、
黒
塗
り
の
調
度
な
ど
非
常
に
鮮
や
か
な

絵
で
あ
る
。
人
々
の
表
情
も
豊
か
で
描
線
も
精
緻
で
あ
る
。

し
か
も
本
図
は
、
斎
宮
歴
史
博
物
館
蔵
住
吉
具
慶
筆
「
徒
然
草
下
絵
」（「
斎
宮
下
絵
」
と

略
す
）
の
中
の
第
六
十
段
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
着
色
し
た
作
品
で
あ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で

あ
る
（
10
）
。「
斎
宮
下
絵
」
と
一
致
す
る
着
色
作
品
と
し
て
従
来
知
ら
れ
て
い
た
の
は
、
徒
然
草
第

百
五
段
と
第
百
二
十
五
段
を
描
い
た
二
枚
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
さ
ら
な
る
一
枚
が
追
加
で

き
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
本
図
が
「
斎
宮
下
絵
」
に
よ
る
着
色
画
と
推
測
で
き
る
こ
と
か
ら
、

「
芸
大
画
巻
」
第
一
巻
第
二
図
は
、
現
在
残
っ
て
い
る
「
斎
宮
下
絵
」
に
は
含
ま
れ
て
い
な
い

が
、
本
来
は
こ
れ
の
も
と
に
な
っ
た
下
絵
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

「
芸
大
画
巻
」
は
、
徒
然
絵
の
全
貌
を
考
え
る
上
で
も
さ
ま
ざ
ま
に
有
益
な
も
の
を
も
た
ら

す
点
で
、
貴
重
な
作
品
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

・
第
十
二
図
（
署
名
・
印
と
も
不
明
）

本
図
は
、
土
大
根
の
精
が
活
躍
し
て
敵
の
襲
撃
を
追
い
払
っ
た
と
い
う
、
徒
然
草
第
六
十
八

段
を
描
い
て
い
る
。
画
面
中
央
に
、
頭
部
が
土
大
根
に
な
っ
て
い
る
二
人
の
鎧
姿
の
武
士
が
跪

い
て
畏
ま
っ
て
い
る
姿
を
描
き
、
そ
の
右
側
に
鎧
姿
の
武
士
が
左
手
に
弓
を
持
ち
、
畏
ま
る
二

人
の
武
士
に
向
か
っ
て
右
手
の
人
差
し
指
を
指
し
て
い
る
着
色
画
で
あ
る
。
背
景
に
は
何
も
描

か
れ
て
い
な
い
が
、
頭
部
か
ら
生
や
し
た
緑
鮮
や
か
な
大
根
の
葉
と
い
い
、
画
中
の
三
人
の
衣

裳
が
黒
・
赤
・
青
と
り
ど
り
に
彩
色
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
い
い
、
簡
素
な
構
図
な
が
ら
美
し
い

絵
で
あ
る
。
大
根
に
描
か
れ
た
顔
の
表
情
が
ど
こ
と
な
く
恥
ず
か
し
げ
に
見
え
る
の
も
何
と
も

い
え
ぬ
よ
い
味
わ
い
で
あ
る
。

第
六
十
八
段
は
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
を
は
じ
め
と
し
て
、
土
大
根
の
精
と
敵
の
戦
闘

場
面
で
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
無
事
戦
い
を
終
え
て
、
自
分
た
ち
の
正
体
を
明
か
す
場
面

を
描
い
て
い
る
点
に
独
自
性
が
あ
る
。

・
第
十
三
図
（
署
名
・
印
と
も
不
明
）

本
図
も
背
景
を
描
か
ず
、
大
き
く
二
人
の
人
物
を
描
く
。
向
か
っ
て
左
側
に
直
衣
姿
の
人
物
。

右
側
に
緋
色
の
僧
衣
の
人
物
。
こ
の
絵
を
単
独
で
見
て
も
徒
然
絵
と
は
と
て
も
思
え
な
い
が
、

「
芸
大
画
巻
」
が
す
べ
て
徒
然
草
の
あ
る
場
面
を
描
い
た
絵
か
ら
な
っ
て
お
り
、
か
つ
絵
の
配

列
が
章
段
順
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
図
は
第
八
十
六
段
の
惟
継
中
納
言
と
円
伊
僧
正
を
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描
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
で
は
、
こ
の
二
人
が
並
ん
で
そ
れ
ぞ

れ
机
に
向
か
っ
て
経
典
ら
し
き
書
物
を
読
ん
で
い
る
場
面
を
室
内
画
と
し
て
描
き
、
画
面
右
手

前
に
は
立
派
な
門
と
松
も
見
え
る
。
本
図
は
思
い
切
っ
て
簡
略
な
構
図
と
し
て
い
る
。

・
第
十
四
図
（
榮
保
画
・
印
）

本
図
は
、
徒
然
草
の
な
か
で
も
有
名
な
猫
又
の
話
を
描
い
て
い
る
。
飼
い
犬
を
猫
又
と
間
違

え
て
川
に
落
ち
て
し
ま
っ
た
連
歌
師
の
姿
を
画
面
中
央
に
描
き
、
騒
ぎ
を
聞
き
つ
け
て
松
明
を

と
も
し
て
駆
け
つ
け
た
近
所
の
男
二
人
を
左
側
に
描
く
淡
彩
画
で
あ
る
。
簡
略
な
筆
遣
い
な
が

ら
、
表
情
や
姿
態
に
生
き
生
き
と
し
た
動
き
が
感
じ
ら
れ
る
。
人
物
の
配
置
な
ど
多
少
異
な
る

が
、『
な
く
さ
み
草
』
の
挿
絵
と
似
て
い
る
。
な
お
、
榮
保
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
印

章
は
「
藤
原
」
で
あ
る
。
第
一
巻
第
十
八
図
も
榮
保
の
絵
だ
っ
た
。

・
第
十
五
図
（
嵩
涛
・
印
）

本
図
は
、
画
面
の
奥
に
大
き
く
中
景
の
山
並
み
を
な
だ
ら
か
に
ゆ
っ
た
り
と
大
き
く
描
き
、

手
前
右
側
に
竹
垣
と
門
、
門
の
内
側
の
右
端
に
立
つ
僧
と
門
の
外
に
立
つ
少
年
を
描
く
。
画
面

の
左
側
は
細
道
が
続
き
、
全
体
に
奥
行
き
が
あ
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
徒
然
草
第
九

十
段
を
描
い
た
図
で
、
僧
は
大
納
言
法
印
、
少
年
は
そ
の
召
使
い
の
乙
鶴
丸
で
あ
る
。『
な
ぐ

さ
み
草
』
の
挿
絵
で
は
、
室
内
で
二
人
が
差
し
向
か
う
構
図
で
描
か
れ
て
い
る
の
で
、
独
自
の

工
夫
が
見
ら
れ
る
。

・
第
十
六
図
（
竹
里
・
印
）【
図
版
10
】

本
図
は
、
画
面
中
央
に
回
廊
に
立
つ
女
房
と
、
庭
か
ら
彼
女
に
立
文
を
差
し
出
す
男
性
貴
族

を
色
鮮
や
か
に
描
く
。
こ
れ
は
徒
然
草
第
百
一
段
を
描
い
て
お
り
、
構
図
と
し
て
は
『
な
ぐ
さ

み
草
』
の
挿
絵
を
基
本
的
に
は
踏
襲
し
て
い
る
が
、
二
人
の
人
物
像
を
画
面
の
手
前
近
く
に
大

き
く
描
い
て
お
り
、
非
常
に
華
や
か
な
印
象
が
強
い
。

・
第
十
七
図
（
渓
雲
来
信
筆
・
印
）

本
図
は
徒
然
草
第
百
四
段
を
描
く
淡
彩
画
で
あ
る
。
画
面
の
左
側
に
門
と
塀
を
描
き
、
塀
際

に
大
き
な
樹
木
を
一
本
、
そ
の
傍
ら
の
庭
に
牛
車
と
従
者
た
ち
が
部
分
的
に
見
え
る
。
画
面
中

央
か
ら
右
は
建
物
と
そ
の
中
に
入
っ
て
ゆ
く
男
性
、
従
者
た
ち
に
向
か
っ
て
指
図
す
る
赤
い
袴

姿
の
女
性
を
描
く
。
こ
れ
ら
の
情
景
を
手
前
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
見
下
ろ
し
た
よ
う
に
描
く
の

で
、
全
体
に
広
々
し
た
感
じ
が
す
る
。『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
で
は
、
男
性
と
女
性
が
邸
内

の
庭
で
向
き
合
い
、
犬
が
吠
え
か
か
っ
て
い
る
。
塀
の
外
に
牛
車
と
従
者
た
ち
が
見
え
る
。

五
　
第
三
巻
所
収
十
八
図
の
考
察

・
第
一
図
（
癸
亥
仲
冬
／
署
名
不
明
・
印
）

年
紀
は
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
十
一
月
で
あ
り
、「
芸
大
画
巻
」
に
記
さ
れ
て
い
る
年
紀

は
す
べ
て
こ
の
享
和
三
年
で
あ
る
。
こ
の
年
に
、
誰
か
に
よ
っ
て
、
徒
然
草
の
各
場
面
を
描
く

こ
と
を
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
印
章
は
「
南
」
と
「
崖
」
が
縦
に
二
つ
捺
し
て
あ
る
。

本
図
は
墨
画
で
あ
る
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
ご
く
淡
く
、
赤
や
青
の
彩
色
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。
背
景
は
描
か
ず
、
画
面
中
央
に
硯
・
筆
・
紙
が
置
か
れ
た
机
、
そ
こ
に

両
肘
を
つ
い
て
目
を
閉
じ
て
座
る
年
輩
の
僧
。
そ
の
後
ろ
に
本
が
二
山
、
数
冊
ず
つ
積
み
上
げ

て
あ
る
。「
芸
大
画
巻
」
は
三
巻
そ
れ
ぞ
れ
巻
頭
に
兼
好
ら
し
き
人
物
像
を
描
く
絵
が
位
置
し

て
い
る
。
こ
こ
も
そ
の
パ
タ
ー
ン
を
踏
襲
す
る
。
薄
墨
で
ご
く
あ
っ
さ
り
描
か
れ
て
お
り
、

「
芸
大
画
巻
」
の
中
で
も
、
も
っ
と
も
簡
略
な
絵
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

・
第
二
図
（
淡
嶺
筆
・
印
）

本
図
も
背
景
を
描
か
ず
、
画
面
左
側
に
一
本
の
木
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
地
上
に
近
い
所

の
枝
を
、
腰
を
屈
め
て
伐
る
男
を
正
面
か
ら
描
き
、
右
側
に
杖
を
つ
い
て
少
し
腰
が
曲
が
っ
た

老
人
が
何
か
話
し
か
け
て
い
る
。
着
色
画
で
あ
る
。
前
後
の
配
列
か
ら
、
こ
の
絵
が
徒
然
草
第

百
九
段
高
名
の
木
登
り
の
絵
で
あ
る
こ
と
は
わ
か
る
が
、
構
図
と
し
て
は
珍
し
い
。
す
な
わ
ち
、

地
上
に
立
っ
て
伐
っ
た
方
が
よ
い
く
ら
い
ご
く
低
い
枝
な
の
に
、
樹
上
に
登
っ
て
伐
っ
て
い
る

の
で
、
こ
れ
で
は
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
頭
か
ら
落
ち
て
し
ま
う
よ
う
な
絵
に
な
っ
て
い
る
。
危

う
き
こ
と
限
り
な
い
。
そ
こ
が
狙
い
の
絵
な
の
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
徒
然
草
の
原
文
で
は
木

登
り
の
名
人
が
注
意
し
た
の
は
、
高
い
木
か
ら
下
り
る
時
に
、
軒
く
ら
い
の
高
さ
に
な
っ
て

「
心
し
て
降
り
よ
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
で
も
、
そ
の
よ
う
な

構
図
に
な
っ
て
い
る
。
本
図
独
自
の
描
き
方
で
あ
り
、
徒
然
草
の
原
文
か
ら
自
由
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
自
由
な
描
き
方
は
、「
芸
大
画
巻
」
の
特
徴
で
も
あ
る
。

・
第
三
図
（
行
年
七
十
二
歳
／
高
嵩
谷
画
・
印
）【
図
版
11
】

本
図
を
描
い
た
高
嵩
谷
（
一
七
三
〇
〜
一
八
〇
四
）
は
、
英
一
蝶
の
門
人
で
あ
る
佐
脇
嵩
之

の
弟
子
で
、
江
戸
の
町
絵
師
で
あ
る
。
こ
の
絵
も
や
は
り
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
描
か
れ

て
い
る
。
ち
な
み
に
、
嵩
谷
に
は
六
曲
一
隻
の
「
雨
宿
り
図
屏
風
」（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
蔵
）

が
あ
る
が
、
こ
の
屏
風
は
英
一
蝶
が
得
意
と
し
た
画
題
で
も
あ
り
、
雨
宿
り
の
画
題
の
発
想
の

源
は
徒
然
草
第
百
五
十
四
段
で
あ
り
、
あ
る
意
味
で
嵩
谷
は
徒
然
草
と
関
わ
り
の
深
い
絵
師
で
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あ
る
と
言
え
よ
う
（
11
）
。

さ
て
、
嵩
谷
の
こ
の
絵
は
、
徒
然
草
原
文
に
忠
実
な
描
き
方
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
画
面

中
央
や
や
左
に
大
木
が
描
か
れ
、
確
か
に
軒
の
高
さ
く
ら
い
の
枝
に

ま
っ
て
降
り
よ
う
と
す

る
男
と
、
彼
に
向
か
っ
て
右
手
の
人
差
し
指
で
指
さ
し
な
が
ら
注
意
す
る
杖
を
突
い
た
老
人
の

着
色
画
で
あ
る
。
左
側
の
画
面
奥
に
向
か
っ
て
川
の
流
れ
が
続
き
な
だ
ら
か
な
山
並
み
も
見
え

る
。
画
面
構
成
と
言
い
、
原
文
を
よ
く
生
か
し
た
描
き
方
と
言
い
、
人
物
の
表
情
と
言
い
、
味

わ
い
深
い
絵
で
あ
る
。

・
第
四
図
（
嵩
涛
・
印
）

嵩
涛
（
一
七
八
一
〜
一
八
五
四
）
は
、
す
で
に
「
芸
大
画
巻
」
の
第
二
巻
第
九
図
と
第
十
五

図
を
描
い
て
い
た
絵
師
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
三
枚
目
に
な
る
。
本
図
は
第
百
十
四
段
を
描
い

た
着
色
画
で
あ
る
。
画
面
の
遠
景
に
松
が
生
え
た
山
並
み
、
右
手
奥
か
ら
大
き
く
弧
を
描
い
て

手
前
に
流
れ
る
川
、
右
手
か
ら
そ
の
川
を
渡
ろ
う
と
す
る
牛
車
・
牛
飼
い
童
・
従
者
を
大
き
く

配
す
る
。『
な
ぐ
さ
み
草
』
で
は
牛
車
の
全
容
を
描
く
が
、
本
図
で
は
後
方
部
は
描
か
ず
、
か

え
っ
て
右
手
か
ら
画
中
に
進
ん
で
き
た
動
き
を
感
じ
さ
せ
る
。
川
は
有
栖
川
、
牛
飼
い
童
は

賽
王
丸
、
従
者
は
為
則
で
あ
る
。
川
を
渡
る
時
、
為
則
が
賽
王
丸
を
注
意
し
た
場
面
で
あ
る
。

原
文
で
は
こ
の
場
面
の
後
に
、
牛
車
に
乗
っ
て
い
た
西
園
寺
公
相
が
、
賽
王
丸
の
方
が
牛
車
の

御
し
方
を
知
っ
て
い
る
と
言
っ
て
、
為
則
を
叱
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

・
第
五
図
（
清
長
画
・
花
押
）【
図
版
12
】

画
面
右
下
に
「
清
長
」
と
い
う
署
名
と
花
押
が
あ
る
。
鳥
居
清
長
が
描
い
た
徒
然
草
の
肉
筆

画
と
す
れ
ば
、
非
常
に
珍
し
い
作
品
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
（
12
）
。「
芸
大
画
巻
」
の
中
で
も
、
も
っ

と
も
注
目
さ
れ
る
絵
で
あ
る
。

絵
の
構
図
は
、
中
央
に
塀
が
描
か
れ
、
画
面
を
右
上
と
左
下
に
分
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
三
人
ず

つ
を
描
く
。
塀
の
内
側
に
、
紅
白
の
花
を
つ
け
た
木
と
緑
の
葉
を
つ
け
た
木
が
見
え
、
建
物
の

室
内
で
は
二
人
の
武
士
と
一
人
の
僧
形
の
人
物
が
和
や
か
に
杯
を
交
わ
し
て
い
る
。
画
面
手
前

は
道
で
、
左
側
に
三
人
の
女
性
が
連
れ
立
っ
て
歩
く
。
中
央
の
女
性
は
襟
元
が
や
や
乱
れ
、
左

手
を
右
側
の
女
性
に
取
っ
て
貰
っ
て
お
り
、
微
醺
を
帯
び
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

こ
れ
だ
け
で
は
徒
然
草
の
ど
の
段
を
描
い
た
か
わ
か
り
に
く
い
が
、「
芸
大
画
巻
」
が
章
段

順
に
図
を
配
列
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
前
後
の
図
か
ら
推
測
し
て
、
本
図
は
良
友
・
悪
友

に
つ
い
て
書
い
た
第
百
十
七
段
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
は
、
麻
の

中
の
蓬
を
描
き
、
善
人
と
交
わ
れ
ば
感
化
を
受
け
る
と
い
う
故
事
成
句
を
絵
画
化
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
図
と
は
ま
っ
た
く
画
題
が
異
な
る
。

本
図
の
章
段
特
定
で
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
る
の
は
、
西
川
祐
信
『
絵
本
徒
然
草
』
の
第
百

十
七
段
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
画
面
左
に
提
灯
を
持
つ
従
者
と
三
人
の
人
物
が
描
か
れ
て
お
り
、

こ
の
三
人
が
、
徒
然
草
の
原
文
で
「
よ
き
友
」
と
さ
れ
る
、「
物
く
る
る
友
」「
医
師
」「
智
恵

あ
る
友
」
を
描
き
、
画
面
右
に
酔
っ
て
い
る
ら
し
き
四
人
の
男
た
ち
を
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
二
グ
ル
ー
プ
の
描
き
方
と
本
図
は
共
通
性
が
感
じ
ら
れ
る
。

な
お
、
こ
の
よ
う
な
酒
宴
や
酔
美
人
を
描
い
た
清
長
の
作
品
に
、「
当
世
遊
里
美
人
合
　
花

下
酔
美
人
」（
千
葉
市
美
術
館
『
鳥
居
清
長
　
江
戸
の
ヴ
ィ
ー
ナ
ス
誕
生
』
二
〇
〇
七
年
、
八

九
頁
）、「
飛
鳥
山
の
花
見
」（
同
、
一
四
〇
頁
）、「
吉
原
歓
々
楼
遊
興
」（
同
、
一
五
一
頁
）

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
同
目
録
二
一
五
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
絹
本
著
色
一
幅
「
尾
張
町
恵
美
須

屋
店
頭
図
」
の
中
央
の
女
性
三
人
の
表
情
は
、
本
図
の
三
人
と
よ
く
似
て
い
る
。

・
第
六
図
（
署
名
・
印
と
も
不
明
）

縁
先
近
く
の
座
敷
に
座
っ
て
、
鏡
に
顔
を
写
し
て
見
入
る
僧
を
斜
め
後
ろ
か
ら
描
く
。
室
内

の
柱
や
障
子
、
草
木
が
生
え
た
庭
の
一
部
も
見
え
る
。
背
景
を
描
か
な
い
図
が
多
い
「
芸
大
画

巻
」
に
あ
っ
て
、
縁
側
や
室
内
の
様
子
も
描
い
て
い
る
の
は
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
と
似

て
い
る
が
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
が
庭
の
方
か
ら
室
内
の
僧
を
見
た
構
図
な
の
に
対
し
て
、
室
内

の
後
方
か
ら
僧
の
姿
を
描
く
点
が
異
な
る
。

鏡
に
映
し
て
自
分
の
姿
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
自
分
の
真
実
の
姿
を
は
っ
き
り
と
知
る

こ
と
こ
そ
大
切
で
あ
る
と
説
く
第
百
三
十
四
段
を
描
い
た
絵
で
あ
る
。

・
第
七
図
（
癸
亥
初
冬
／
仙
江
写
・
印
）【
図
版
13
】

背
景
は
書
か
ず
に
、
画
面
中
央
に
大
き
く
、
三
里
に
灸
を
据
え
て
い
る
老
人
を
一
人
描
く
。

簡
略
な
俳
画
風
の
絵
で
あ
る
が
、
煙
が
は
っ
き
り
と
見
え
、
灸
の
熱
さ
を
こ
ら
え
て
い
る
よ
う

な
表
情
が
よ
く
描
か
れ
て
い
る
。「
四
十
以
後
の
人
、
身
に
灸
を
加
へ
て
、
三
里
を
焼
か
ざ
れ

ば
、
上
気
の
こ
と
あ
り
。
必
ず
灸
す
べ
し
」
と
い
う
徒
然
草
第
百
四
十
八
段
を
描
く
。
た
だ
し

こ
の
段
は
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
仙
江
と
い
う
絵
師
に
つ
い
て
は
、

不
明
で
あ
る
。

・
第
八
図
（
署
名
・
印
と
も
不
明
）

こ
の
図
も
第
百
四
十
八
段
を
描
く
。
背
景
に
何
も
描
か
ず
、
中
央
に
灸
を
据
え
よ
う
と
腰
を

下
ろ
し
て
両
膝
を
揃
え
て
立
て
て
い
る
男
を
描
く
。
こ
れ
も
俳
画
風
の
簡
略
な
絵
で
あ
る
が
少

し
心
配
そ
う
な
顔
の
表
情
に
味
が
あ
る
。
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・
第
九
図
（
神
都
／
署
名
・
印
と
も
不
明
）

東
寺
の
門
前
で
雨
宿
り
す
る
日
野
資
朝
を
書
い
た
第
百
五
十
四
段
を
描
く
。『
な
ぐ
さ
み
草
』

の
挿
絵
を
反
転
し
た
よ
う
な
構
図
で
あ
る
が
、
資
朝
が
門
の
中
で
な
く
、
道
を
歩
き
、
従
者
が

大
き
な
朱
色
の
傘
を
差
し
掛
け
て
い
る
の
が
珍
し
い
。
絵
師
は
不
明
で
あ
る
が
、
神
都
と
あ
る

の
は
、
伊
勢
国
在
住
で
あ
ろ
う
か
。

・
第
十
図
（
竹
里
・
印
）

縁
先
に
座
っ
て
撥
の
よ
う
な
も
の
を
右
手
に
持
っ
て
、
庭
の
二
人
の
男
に
何
か
指
示
し
て
い

る
直
垂
姿
の
人
物
が
画
面
の
右
側
に
描
か
れ
て
い
る
。
庭
の
男
の
一
人
は
、
俵
か
ら
細
か
な
黄

色
の
粉
末
状
の
も
の
を
庭
に
撒
い
て
い
る
。
も
う
一
人
は
鍬
を
持
っ
て
そ
れ
を
見
て
い
る
。
一

見
す
る
と
米
俵
か
と
も
思
え
る
が
、
前
後
の
図
か
ら
推
測
し
て
、
本
図
は
蹴
鞠
を
す
る
た
め
に

濡
れ
た
地
面
に
大
鋸
屑
を
撒
い
た
話
を
記
し
た
第
百
七
十
七
段
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
な

ぐ
さ
み
草
』
は
蹴
鞠
を
し
て
い
る
場
面
で
描
い
て
い
る
の
で
、
構
図
が
全
く
違
う
。
徒
然
草
の

原
文
で
は
、
大
鋸
屑
を
敷
か
せ
た
佐
々
木
隠
岐
入
道
は
、
乾
き
砂
子
の
用
意
を
し
て
い
な
か
っ

た
と
し
て
、
批
判
さ
れ
て
い
る
の
で
、
あ
る
い
は
俵
か
ら
地
面
に
撒
い
て
い
る
の
は
砂
か
と
も

思
え
る
が
、
黄
色
が
か
っ
て
見
え
る
の
で
大
鋸
屑
と
し
て
お
き
た
い
。

本
図
も
第
二
巻
第
十
図
と
同
じ
竹
里
が
描
い
て
い
る
が
、
本
図
は
青
と
緑
が
中
心
と
な
っ
た

色
調
で
、
前
掲
の
絵
の
よ
う
な
鮮
や
か
さ
は
な
い
。

・
第
十
一
図
（
嵩
涛
筆
・
印
）【
図
版
14
】

徒
然
草
の
中
で
も
有
名
な
松
下
禅
尼
が
障
子
の
切
り
張
り
を
す
る
第
百
八
十
四
段
を
描
く
。

縁
側
の
右
側
に
兄
の
義
景
が
座
り
、
そ
の
左
側
に
松
下
禅
尼
が
座
っ
て
障
子
の
切
り
張
り
を
し

な
が
ら
、
兄
の
方
を
向
い
て
い
る
構
図
で
あ
る
。
二
人
の
位
置
関
係
な
ど
多
少
異
な
る
が
、

『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
と
お
お
よ
そ
の
と
こ
ろ
は
似
て
い
る
。
絵
師
の
嵩
涛
は
「
芸
大
画
巻
」

の
中
で
、
も
っ
と
も
多
く
描
い
て
い
る
絵
師
で
あ
る
。

・
第
十
二
図
（
廣
美
・
印
）

本
図
と
次
図
は
と
も
に
、
源
通
基
が
木
造
の
地
蔵
を
、
田
圃
の
水
に
浸
し
て
洗
っ
て
い
た
話

を
書
い
た
第
百
九
十
五
段
を
描
く
。『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
と
ど
ち
ら
も
似
た
構
図
で
あ
る
。

た
だ
し
本
図
は
、
通
基
が
地
蔵
を
手
に
持
っ
て
い
る
姿
で
描
き
、
や
や
遠
く
の
畦
道
か
ら
二
人

の
従
者
が
そ
れ
を
見
つ
け
た
場
面
で
描
く
。廣
美
は
住
吉
派
の
画
家
飯
塚
円
貞
廣
美
の
こ
と
か
。

神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
蔵
『
徒
然
草
絵
巻
』
は
、
住
吉
如
慶
筆
の
原
本
を
、
飯
塚
円
貞
廣
美
が

模
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
第
十
三
図
（
嵩
涛
・
印
）

本
図
も
第
百
九
十
五
段
を
描
く
。
こ
ち
ら
は
通
基
が
背
を
向
け
て
、
赤
い
襷
が
け
で
地
蔵
を

洗
っ
て
い
る
姿
で
描
き
、
す
ぐ
背
後
の
畦
道
で
従
者
が
二
人
、
そ
れ
を
指
さ
し
な
が
ら
笑
顔
で

見
て
い
る
。
前
図
と
比
べ
て
表
情
や
衣
裳
の
描
き
方
が
明
確
で
あ
る
。

な
お
、「
芸
大
画
巻
」
で
嵩
涛
が
描
い
た
絵
は
本
図
で
五
枚
目
に
な
り
、
最
も
多
作
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
一
人
で
何
枚
も
描
い
た
絵
師
が
い
た
り
、
ま
た
同
一
の
章
段
を
複
数
の
絵
師
が
そ

れ
ぞ
れ
に
描
い
て
い
た
り
す
る
の
が
「
芸
大
画
巻
」
の
特
徴
で
あ
る
。

・
第
十
四
図
（
署
名
不
明
・
印
）

本
図
か
ら
三
枚
に
わ
た
っ
て
、
第
二
百
十
五
段
を
描
い
た
絵
が
続
く
。『
な
ぐ
さ
み
草
』
の

挿
絵
で
は
、
高
燈
台
が
灯
る
座
敷
に
二
人
の
武
士
が
向
き
合
っ
て
座
り
、
間
に
三
方
が
置
か
れ

て
い
る
構
図
で
描
か
れ
て
い
る
。
最
明
寺
入
道
（
北
条
時
頼
）
が
わ
ず
か
の
味
噌
を
肴
に
、
平

宣
時
と
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
こ
と
を
書
く
こ
の
話
は
、
徒
然
草
の
中
で
も
有
名
な
段
で
あ
る
。

本
図
で
は
二
人
の
人
物
を
画
面
の
中
央
に
大
き
く
描
き
、
背
景
に
は
ご
く
薄
い
色
合
い
で
腰

板
や
柱
の
よ
う
に
見
え
る
線
が
見
え
る
。
右
側
に
長
頭
巾
を
被
っ
た
人
物
、
そ
の
隣
に
紙
燭
を

手
に
し
た
折
烏
帽
子
の
人
物
が
向
き
合
っ
て
い
る
姿
を
背
後
か
ら
描
く
。
平
宣
時
が
最
明
寺
入

道
に
言
わ
れ
て
、
紙
燭
を
さ
し
て
酒
の
肴
を
探
そ
う
と
す
る
場
面
を
、
簡
略
な
筆
遣
い
で
二
人

の
人
物
像
と
し
て
描
く
本
図
は
、
珍
し
い
描
き
方
で
あ
る
。
そ
こ
に
絵
師
の
工
夫
が
見
ら
れ
る

が
、
も
し
こ
の
絵
だ
け
を
示
さ
れ
た
ら
、
徒
然
草
第
二
百
十
五
段
を
描
い
た
と
す
ぐ
に
は
気
づ

か
な
い
か
も
知
れ
な
い
。
謎
解
き
め
い
た
描
き
方
と
も
言
え
よ
う
。
な
お
、
署
名
は
判
読
で
き

な
い
が
、
印
章
は
、「
信
」
と
「
卿
」
の
二
つ
が
縦
に
捺
し
て
あ
る
。

・
第
十
五
図
（
七
十
二
翁
・
署
名
不
明
・
印
）

本
図
は
、
庭
の
方
か
ら
室
内
を
見
る
構
図
で
、
画
面
左
手
に
、
壺
や
皿
が
収
め
て
あ
る
棚
を

探
す
武
士
、
す
ぐ
隣
に
取
っ
手
の
付
い
た
酒
器
を
前
に
、
朱
杯
を
手
に
す
る
武
士
の
姿
を
斜
め

後
方
か
ら
描
く
。
室
内
に
は
高
燈
台
が
灯
っ
て
い
る
。
こ
の
描
き
方
は
、
最
明
寺
入
道
を
武
士

の
姿
で
描
く
点
で
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
と
共
通
す
る
が
、
平
宣
時
が
棚
を
探
し
て
い
る
姿

で
描
い
て
い
る
点
は
異
な
る
。

・
第
十
六
図
（
嵩
華
画
・
印
）【
図
版
15
】

こ
れ
も
第
二
百
十
五
段
を
描
く
。
前
図
と
似
た
図
柄
で
あ
る
が
、
画
面
左
手
奥
の
座
敷
に
入

道
姿
の
北
条
時
頼
が
座
る
。
燭
台
の
蝋
燭
の
炎
、
そ
の
足
元
に
置
か
れ
た
三
方
の
上
の
朱
杯
、

畳
に
置
か
れ
た
黒
塗
り
の
酒
器
な
ど
、
色
映
り
が
よ
い
。
板
戸
を
隔
て
て
別
室
が
続
き
、
画
面
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中
央
に
は
紙
燭
を
さ
し
て
画
面
右
奥
の
壁
際
に
置
か
れ
た
棚
に
向
か
っ
て
歩
む
平
宣
時
を
描

く
。
第
二
百
十
五
段
を
描
い
た
三
枚
の
絵
の
中
で
、
本
図
が
最
も
徒
然
草
原
文
に
近
い
。
四
段

の
棚
に
は
、
白
木
の
折
敷
や
三
方
、
四
角
や
小
判
形
の
朱
塗
り
器
、
黒
い
瓢
箪
形
の
容
器
な
ど

が
置
か
れ
て
お
り
、
全
体
に
詳
し
く
描
き
込
ん
だ
絵
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
嵩
華
の
名
は
、

『
古
画
備
考
』
な
ど
に
も
見
え
な
い
が
、
あ
る
い
は
女
性
か
。

・
第
十
七
図
（
署
名
な
し
・
印
）

本
図
は
、
上
巻
第
十
三
図
・
中
巻
第
六
図
と
同
じ
印
で
あ
る
。
徒
然
草
第
二
百
三
十
六
段
の

ユ
ー
モ
ラ
ス
な
話
を
描
く
。
こ
の
段
は
人
々
を
誘
っ
て
丹
波
の
出
雲
神
社
を
訪
れ
た
聖
海
上
人

が
、
子
ど
も
の
い
た
ず
ら
と
は
知
ら
ず
に
、
狛
犬
の
向
き
が
違
う
こ
と
を
有
り
難
が
っ
た
話
で

あ
る
。
画
面
右
に
鳥
居
、
そ
の
左
に
少
年
と
木
立
、
画
面
中
央
か
ら
左
手
に
か
け
て
、
狩
衣
姿

の
二
人
が
笑
い
、
聖
海
上
人
と
帚
を
手
に
し
た
神
官
が
何
か
話
し
て
い
る
。
画
面
の
左
端
に
社

殿
と
狛
犬
が
見
え
る
。
淡
彩
で
素
早
い
タ
ッ
チ
だ
が
、
人
々
の
表
情
が
生
き
生
き
と
し
て
い

る
。『

な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
と
基
本
的
な
構
図
は
似
て
い
る
が
、『
な
ぐ
さ
み
草
』
に
は
鳥
居
や

神
官
の
姿
は
描
か
れ
て
い
な
い
。
上
人
が
狛
犬
の
向
き
を
不
審
に
思
っ
て
連
れ
の
人
々
と
話
し

合
う
場
面
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、
本
図
で
は
神
官
に
尋
ね
て
、
狛
犬
の
向
き
が
違
う
の
が
子
ど

も
の
い
た
ず
ら
と
わ
か
っ
た
直
後
の
人
々
の
様
子
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
人
々
の
表
情
か
ら
わ

か
る
。
本
図
は
思
い
が
け
な
い
話
の
展
開
の
一
瞬
を
捉
え
て
、
見
事
で
あ
る
。

・
第
十
八
図
（
十
五
歳
嵩
華
画
・
印
）

第
十
六
図
で
、
し
っ
か
り
と
し
た
構
図
で
詳
し
く
最
明
寺
入
道
と
平
宣
時
の
姿
や
、
室
内
の

家
具
調
度
を
描
い
て
い
た
嵩
華
と
い
う
未
詳
の
絵
師
が
、
署
名
に
よ
っ
て
十
五
歳
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
驚
か
さ
れ
る
。

本
図
は
、
広
々
と
し
た
海
原
と
海
女
の
家
族
を
描
き
、「
芸
大
画
巻
」
の
な
か
で
も
異
色
の

一
枚
で
あ
る
。
画
面
左
手
に
は
、
海
藻
と
鎌
を
入
れ
た
桶
を
頭
上
に
載
せ
て
、
浜
に
あ
が
ろ
う

と
す
る
若
い
海
女
、
右
手
に
は
浜
辺
で
赤
ん
坊
に
授
乳
す
る
母
親
の
海
女
、
そ
の
右
に
海
藻
を

い
っ
ぱ
い
に
入
れ
た
籠
の
傍
ら
で
、
画
面
左
手
を
向
い
て
煙
管
を
銜
え
た
父
親
を
描
く
。

こ
の
絵
だ
け
を
見
て
徒
然
草
の
章
段
を
特
定
す
る
の
は
難
し
い
が
、
前
図
か
ら
の
配
列
を
勘

案
す
れ
ば
、
本
図
は
第
二
百
四
十
段
冒
頭
の
「
し
の
ぶ
の
浦
の
蜑
の
見
る
目
も
所
せ
く
」
の
部

分
、
特
に
「
し
の
ぶ
の
浦
の
蜑
」
と
い
う
一
言
か
ら
想
像
を
逞
し
く
し
て
描
い
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。

『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
は
、
室
内
に
王
朝
風
の
男
女
の
姿
を
描
く
の
で
、
本
図
は
独
自
の

構
図
で
あ
る
。
第
二
百
四
十
段
は
恋
愛
論
・
結
婚
論
を
書
い
た
段
で
あ
る
が
、
本
図
の
よ
う
な

海
辺
の
海
女
の
家
族
を
描
い
た
徒
然
絵
は
、
管
見
に
入
っ
て
い
な
い
。

お
わ
り
に

「
芸
大
画
巻
」
は
、
徒
然
草
を
描
い
た
合
計
五
十
三
図
に
も
の
ぼ
る
絵
を
収
め
た
三
巻
か
ら

な
る
画
巻
で
、
従
来
知
ら
れ
て
い
る
徒
然
絵
に
見
ら
れ
な
い
多
彩
な
さ
ま
ざ
ま
な
画
風
が
見
ら

れ
た
。
し
か
も
鳥
居
清
長
の
肉
筆
画
も
含
み
、
貴
重
な
美
術
品
と
言
え
よ
う
。
絵
師
の
名
前
が

判
読
で
き
な
か
っ
た
も
の
も
多
く
、
絵
自
体
の
研
究
は
今
後
の
課
題
と
な
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

絵
が
徒
然
草
の
ど
の
章
段
を
描
い
た
か
は
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
年
紀
が
記
さ
れ

た
絵
が
複
数
あ
り
、
そ
れ
ら
が
す
べ
て
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
本
画

巻
の
成
立
は
、
享
和
三
年
か
、
そ
れ
と
あ
ま
り
遠
く
な
い
時
期
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
だ
け
多
く
の
絵
が
収
め
ら
れ
、
し
か
も
多
数
の
絵
師
に
よ
っ
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
、

縦
長
と
横
長
が
ま
じ
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
絵
の
大
き
さ
が
ほ
ぼ
揃
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら

も
、
お
そ
ら
く
、
あ
る
人
物
が
、
徒
然
草
を
描
い
た
絵
を
募
っ
て
、
章
段
順
に
三
巻
の
画
巻
に

ま
と
め
た
の
だ
ろ
う
。
全
体
の
雰
囲
気
か
ら
は
、
背
景
を
描
か
ず
に
、
簡
略
に
さ
ら
り
と
描
い

た
絵
が
多
い
こ
と
な
ど
、
画
風
が
親
し
み
や
す
い
一
方
で
、
や
や
く
だ
け
た
感
じ
も
受
け
る
。

し
た
が
っ
て
、
た
と
え
ば
東
京
国
立
博
物
館
蔵
・
住
吉
具
慶
筆
「
徒
然
草
画
帖
（
13
）
」
の
よ
う
な

立
派
な
調
度
品
と
し
て
で
は
な
く
、
徒
然
草
を
愛
好
す
る
人
物
が
、
自
分
の
楽
し
み
と
し
て
多

く
の
絵
師
に
徒
然
絵
を
呼
び
か
け
、
そ
れ
ら
を
自
ら
の
た
め
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
画
巻
に

ま
と
め
た
も
の
が
、
こ
の
「
芸
大
画
巻
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
人
物
が
誰
で
あ
る
か
は

不
明
だ
が
、
享
和
期
頃
の
趣
味
人
が
自
分
の
交
友
圏
に
連
な
る
人
々
に
呼
び
か
け
て
作
成
し
た

も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
い
。
ち
な
み
に
、
本
画
巻
冒
頭
の
絵
は
紹
真
に
よ
る
も
の
だ
っ

た
が
、
彼
が
描
い
た
「
東
都
繁
昌
図
巻
」（
享
和
三
年
）
は
、
松
平
定
信
が
所
蔵
し
て
い
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
こ
の
「
芸
大
画
巻
」
は
、
従
来
知
ら
れ
て
き
た
徒
然
絵
と
は
異
な
る
珍
し

い
画
巻
で
あ
り
、
各
章
段
の
描
き
方
も
『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
の
定
型
に
囚
わ
れ
な
い
自
由

な
描
き
方
が
目
立
っ
た
し
、
そ
れ
が
ま
た
本
画
巻
の
魅
力
で
も
あ
る
。
簡
潔
で
生
き
生
き
と
し

た
動
き
の
あ
る
絵
が
多
い
こ
と
は
、
十
九
世
紀
初
頭
の
人
々
が
徒
然
草
と
い
う
文
学
作
品
を
ど

の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
か
を
暗
示
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
に
か
け

て
、
徒
然
草
は
「
無
常
観
の
文
学
」
と
か
「
人
生
の
教
訓
書
」
と
い
う
よ
う
に
読
ま
れ
て
き
た
。

し
た
が
っ
て
徒
然
草
が
美
術
作
品
と
し
て
描
か
れ
る
場
合
に
も
、
た
と
え
ば
米
沢
市
上
杉
博
物

館
蔵
「
徒
然
草
屏
風
」
の
よ
う
に
、
左
隻
の
左
下
に
鏡
に
自
分
の
顔
を
写
し
て
い
る
僧
の
姿
を

描
い
て
、
己
を
知
る
こ
と
の
大
切
さ
を
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
た
も
の
も
あ
る
（
14
）
。
そ
の
よ
う
な
作
品
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と
比
べ
て
、
本
画
巻
か
ら
は
啓
蒙
性
や
教
訓
性
は
ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ
な
い
。

こ
の
画
巻
を
眺
め
て
い
る
と
、
徒
然
草
か
ら
何
か
自
分
の
人
生
の
指
針
と
な
る
も
の
を
引
き

出
そ
う
と
す
る
よ
り
は
む
し
ろ
、
徒
然
草
に
書
か
れ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を
伸
び
や
か
に

楽
し
む
心
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
そ
れ
は
、
型
に
嵌
ら
ぬ
徒
然
草
の
自
在
な
思
索
の
流
れ

と
不
思
議
な
共
振
さ
え
感
じ
さ
せ
る
。
あ
る
意
味
で
、
文
学
作
品
と
し
て
の
徒
然
草
そ
の
も
の

に
も
っ
と
も
近
い
徒
然
絵
な
の
か
も
し
れ
な
い
。注

（
１
）
徒
然
絵
に
関
す
る
拙
稿
は
、
以
下
の
三
編
で
あ
る
。

①
「
描
か
れ
た
徒
然
草
」（『
放
送
大
学
研
究
年
報
』
二
十
二
号
、
平
成
十
六
年
）

②
「
徒
然
草
屏
風
の
研
究
―
―
「
熱
田
屏
風
」
と
「
上
杉
屏
風
」
を
中
心
に
」（『
放
送
大
学
研
究

年
報
』
二
十
三
号
、
平
成
十
七
年
）

③
「
新
出
資
料
『
徒
然
草
淡
彩
色
紙
』（
全
二
十
九
葉
）
の
紹
介
と
研
究
」（『
放
送
大
学
研
究
年

報
』
二
十
四
号
、
平
成
十
八
年
）

（
２
）『
テ
ー
マ
展
　
絵
本
徒
然
草
』（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
平
成
十
一
年
）
に
全
画
面
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
。

（
３
）『
な
ぐ
さ
み
草
』
の
挿
絵
は
、
吉
澤
貞
人
著
『
徒
然
草
古
注
釈
集
成
』（
勉
誠
社
、
平
成
八
年
）
を

参
照
し
た
。

（
４
）『
芸
術
新
潮
』
二
〇
〇
六
年
六
月
号
「
特
集
　
芭
蕉
か
ら
蕪
村
へ
　
俳
画
は
遊
ぶ
」
九
二
頁
参
照
。

（
５
）
永
瀬
恵
子
「
英
派
研
究
序
（
一
）
―
―
二
代
目
一
蝶
か
ら
一
蜻
ま
で
」（『
日
本
美
術
工
芸
』、
一

九
九
〇
年
一
一
月
）
参
照
。

（
６
）『
兼
好
と
徒
然
草
』
図
録
（
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
、
一
九
九
四
年
）
参
照
。

（
７
）
注
５
論
文
参
照
。

（
８
）
注
１
拙
稿
②
参
照
。

（
９
）
永
瀬
恵
子
「
英
派
研
究
序
（
二
）
―
―
高
嵩
谷
を
中
心
に
」（『
日
本
美
術
工
芸
』、
一
九
九
〇
年

一
二
月
）

（
10
）
注
１
拙
稿
①
、
お
よ
び
榎
村
寛
之
「
斎
宮
歴
史
博
物
館
蔵
『
徒
然
草
下
絵
（
仮
題
）
に
つ
い
て
』

（『
斎
宮
歴
史
博
物
館
研
究
紀
要
』
十
三
号
、
二
〇
〇
四
年
三
月
）
参
照
。

（
11
）
注
９
永
瀬
論
文
は
こ
の
屏
風
を
一
双
と
す
る
。
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
カ
タ
ロ
グ
『
水
と
生
き
る
』

（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
発
行
、
二
〇
〇
七
年
）
二
一
頁
の
解
説
、
お
よ
び
作
品
リ
ス
ト
・
解
説
で
は
、

徒
然
草
と
の
関
連
に
触
れ
て
い
な
い
。

（
12
）
二
〇
〇
七
年
に
千
葉
市
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
『
鳥
居
清
長
展
』
の
「
総
目
録
」
六
三
頁
一
九
番

に
、「
酔
歩
の
女
と
階
上
の
士
人
」（
個
人
蔵
）
と
い
う
作
品
名
が
あ
る
。
ま
た
、
平
野
千
恵
子
『
鳥

居
清
長
画
集
』（
味
燈
書
屋
、
一
九
四
五
年
）
に
、
同
名
の
作
品
が
、
モ
ノ
ク
ロ
写
真
で
掲
載
さ
れ

て
い
る
。
こ
れ
が
本
図
の
早
い
紹
介
か
。

（
13
）
松
原
茂
「
住
吉
具
慶
筆
『
徒
然
草
画
帖
』
―
―
制
作
期
と
そ
の
背
景
」（『M

U
S

E
A

M

』
三
八
七

号
、
昭
和
五
十
八
年
六
月
）
参
照
。

（
14
）
注
１
拙
稿
②
参
照
。

【
付
記
】
本
研
究
に
際
し
ま
し
て
、
御
所
蔵
の
「
徒
然
草
画
巻
」
の
調
査
・
撮
影
、
お
よ
び
本
稿
へ
の

写
真
掲
載
を
許
可
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
東
京
藝
術
大
学
大
学
美
術
館
に
対
し
ま
し
て
、
心
よ
り
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

（
平
成
十
九
年
十
月
三
十
一
日
受
理
）
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A Study of the Tsurezuregusa Gakan

Yuko SHIMAUCHI

ABSTRACT

The aim of this paper is to analyse the Tsurezuregusa Gakan (The picture scroll of Tsurezuregusa)

which is possessed by The University Art Museum-Tokyo National University of Fine Arts and Music. This

Gakan contains fifty three illustrations to Tsurezuregusa (Tsurezure E), one of them being drawn by Torii

Kiyonaga. Kiyonaga’s Tsurezure E has not been known.

The characteristics and artistic values of the Tsurezuregusa Gakan discussed in this article are

summarized in three points: first, the pictures were painted in the manner of Haiku pictures, secondly, to

make the scroll many artists were involved, and lastly, compared to other pictures of Tsurezuregusa, the

composition and the depiction of these pictures are unique in artistic individuality.
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